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法
蔵
撰
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

―
―
『
文
義
綱
目
』
と
の
比
較
を
通
し
て
―
―

櫻
井

唯

一

問
題
の
所
在

華
厳
教
学
を
大
成
し
た
唐
の
法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
は
、
六
十
『
華
厳
』
に
対
す
る
註
釈
書
と
し
て
、
『
華
厳
経
探

玄
記
』
二
十
巻
（
以
下
、
『
探
玄
記
』
）
を
撰
述
し
た
。
本
書
は
法
蔵
の
著
述
の
中
で
も
大
部
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
完
成

に
は
相
応
の
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
考
察
は
、
こ
の
『
探
玄
記
』
の
成
立
過
程
を
、
同
じ
く
法
蔵

の
手
に
な
る
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
一
巻
（
以
下
、
『
文
義
綱
目
』
）
と
の
比
較
に
よ
っ
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

『
文
義
綱
目
』
は
大
正
新
脩
大
蔵
経
で
は
経
疏
部
に
収
め
ら
れ
る
文
献
で
あ
り
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
大
部
分
が
『
探
玄

記
』
と
一
致
、
あ
る
い
は
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
対
応
箇
所
の
類
似
の
度
合
い
は
一
定
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
同

文
と
言
え
る
部
分
も
あ
れ
ば
、
大
き
な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
類
似
性
の
不
均
一
に
着

目
し
、
法
蔵
に
よ
る
六
十
『
華
厳
』
註
釈
書
の
執
筆
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

法
蔵
撰
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

（
櫻
井
）
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（
１
）

『
探
玄
記
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て

ま
ず
、
先
行
研
究
に
お
い
て
『
探
玄
記
』
の
撰
述
年
代
の
検
討
材
料
と
さ
れ
て
き
た
記
述
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
。

①
『
探
玄
記
』
巻
一
に
お
い
て
、
日
照
三
蔵
に
よ
る
六
十
『
華
厳
』
入
法
界
品
の
補
訳
（
六
八
〇
年
も
し
く
は
六
八
五
年
）
、

(
)1

提
雲
般
若
の
示
寂
（
六
九
二
年
以
降
）
、
八
十
『
華
厳
』
の
訳
出
（
六
九
五
〜
六
九
九
年
）
に
言
及
す
る
。

②
『
探
玄
記
』
の
撰
号
は
「
魏
国
西
寺
沙
門
法
蔵
述
」
で
あ
る
。
魏
国
西
寺
は
、
六
八
七
年
ま
で
太
原
寺
と
呼
ば
れ
、
六
九

〇
年
に
は
西
崇
福
寺
と
い
う
名
称
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
蔵
の
住
し
た
寺
院
が
魏
国
西
寺
と
呼
ば
れ
て

い
た
の
は
、
六
八
七
〜
六
九
〇
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

③
法
蔵
が
兄
弟
子
の
義
湘
に
送
っ
た
書
簡
『
賢
首
国
師
寄
海
東
書
』
（
以
下
、
『
寄
海
東
書
』
）
に
は
、
「
華
厳
探
玄
記
二
十

巻
。
両
巻
未
成
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
寄
海
東
書
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、
六
九
二
年
（
神
田
説
）
、
六
九
七
年
（
高

(
)

(
)

2

3

峯
説
）
、
七
〇
〇
年
（
吉
津
説
）
の
三
説
が
あ
る
。

(
)

(
)

4

5

④
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
の
中
で
し
ば
し
ば
自
身
の
著
作
を
引
用
す
る
。
た
と
え
ば
、
巻
一
に
は
『
華
厳
経
旨
帰
』
と
『
華
厳

経
伝
記
』
、
巻
五
に
は
「
三
宝
章
」
、
巻
六
に
は
『
起
信
論
義
記
』
、
巻
十
三
に
は
『
華
厳
三
昧
観
』
、
巻
十
七
に
は
「
十

世
章
」
を
引
く
。
こ
の
う
ち
、
『
華
厳
経
伝
記
』
に
つ
い
て
は
、
六
九
〇
年
前
後
か
ら
執
筆
が
始
ま
り
、
実
叉
難
陀
の
示

寂
（
七
一
〇
年
）
に
触
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
蔵
の
晩
年
ま
で
加
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(
)6
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一
見
し
て
分
か
る
通
り
、
右
の
記
述
全
て
を
勘
案
し
、
一
つ
の
成
立
年
代
を
導
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
記
述
に
整
合
性
を
与
え
る
た
め
、
『
探
玄
記
』
の
執
筆
に
は
長
い
時
間
を
要
し
、
さ
ら
に
法
蔵
自
身
に
よ
る
加
筆

も
あ
っ
た
と
い
う
説
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
具
体
的
な
成
立
年
代
に
関
し
て
は
、
先
学
に
よ
っ
て
様
々
な
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
。

松
原
恭
譲
氏
は
、
『
探
玄
記
』
の
撰
述
を
六
八
七
〜
六
九
二
年
と
す
る
芳
英
（
一
七
六
四
〜
一
八
二
八
）
の
説
を
「
殆
ど

其
の
肯
綮
に
中
れ
り
」
と
評
し
、
さ
ら
に
『
探
玄
記
』
巻
一
に
お
け
る
八
十
『
華
厳
』
に
関
す
る
記
述
を
加
味
し
、
本
書
の

撰
述
時
期
を
六
八
七
〜
六
九
五
年
と
し
た
。

(
)7

小
林
實
玄
氏
は
、
『
探
玄
記
』
の
撰
述
は
六
九
二
年
（
『
寄
海
東
書
』
成
立
年
・
神
田
説
）
以
前
に
開
始
さ
れ
た
と
し
、

そ
の
完
成
年
代
の
下
限
を
六
九
九
年
（
八
十
『
華
厳
』
訳
出
完
了
）
と
し
て
い
る
。

(
)8

鍵
主
良
敬
氏
は
、
『
寄
海
東
書
』
の
成
立
を
六
九
二
年
（
神
田
説
）
と
す
る
な
ら
ば
、
八
十
『
華
厳
』
の
翻
経
（
六
九
五

年
～
）
の
記
事
は
後
に
付
加
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
「
『
探
玄
記
』
は
大
部
な
も
の
で
あ
り
、
比
較
的
長

期
間
に
わ
た
っ
て
手
を
入
れ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
推
測
可
能
な
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
蔵
が

『
探
玄
記
』
執
筆
に
着
手
し
た
の
は
四
十
歳
の
頃
（
六
八
四
年
頃
）
で
あ
り
、
そ
の
執
筆
は
長
期
間
に
亙
っ
た
と
推
測
し
た
。

(
)9

木
村
清
孝
氏
は
、
六
八
七
〜
六
九
〇
年
（
魏
国
西
寺
時
代
）
に
『
探
玄
記
』
の
執
筆
が
始
ま
り
、
六
九
二
年
（
『
寄
東
海

書
』
成
立
年
・
神
田
説
）
ま
で
に
は
大
部
分
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
加
筆
が
施
さ
れ
、
完
成

し
た
の
は
六
九
五
〜
六
九
九
年
の
間
（
八
十
『
華
厳
』
の
訳
出
期
間
）
で
あ
る
と
し
た
。

(
)10
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吉
津
宜
英
氏
は
、
『
探
玄
記
』
の
執
筆
は
六
九
五
年
（
八
十
『
華
厳
』
訳
出
開
始
）
に
始
ま
り
、
七
〇
五
年
（
『
入
楞
伽

心
玄
義
』
の
推
定
成
立
年
代
）
以
前
に
は
成
立
し
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
『
探
玄
記
』
の
撰
号
に
「
魏
国
西
寺
」
と
あ
る
こ

と
に
触
れ
、
魏
国
西
寺
時
代
に
は
既
に
執
筆
が
開
始
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
つ
つ
も
、
明
言
は
避
け
て
い
る
。

(
)11

舘
野
正
生
氏
は
、
法
蔵
が
最
晩
年
ま
で
執
筆
を
続
け
た
と
さ
れ
る
八
十
『
華
厳
』
の
註
釈
書
『
新
華
厳
経
略
疏
』
に
、
六

十
『
華
厳
』
と
重
な
る
経
文
の
解
釈
や
玄
談
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
は
、
『
探
玄
記
』
に
解
説
を
譲
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
、

『
探
玄
記
』
の
完
成
時
期
は
法
蔵
の
最
晩
年
ま
で
下
る
と
推
測
し
て
い
る
。

(
)12

以
上
に
挙
げ
た
先
行
研
究
で
は
、
吉
津
氏
を
除
き
、
い
ず
れ
も
『
探
玄
記
』
の
執
筆
開
始
時
期
を
六
九
〇
年
以
前
と
推
定

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
『
探
玄
記
』
巻
一
に
お
け
る
八
十
『
華
厳
』
の
記
述
等
に
つ
い
て
は
、
後
か
ら
書

き
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

（
２
）

『
文
義
綱
目
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て

次
に
、
『
文
義
綱
目
』
の
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
『
探
玄
記
』
の
完
成
以
前
と
す
る
説
が
一
般
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

『
文
義
綱
目
』
は
入
法
界
品
補
訳
に
言
及
し
『
華
厳
経
伝
記
』
を
引
用
す
る
も
の
の
、
提
雲
般
若
の
示
寂
や
八
十
『
華
厳
』

の
訳
出
に
は
触
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
思
想
内
容
も
『
探
玄
記
』
よ
り
古
い
形
態
を
残
し
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
十
玄
門
の
教
理
に
つ
い
て
言
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
新
十
玄
」
を
説
く
『
探
玄
記
』
に
対
し

て
、
『
文
義
綱
目
』
は
智
儼
や
義
湘
の
説
に
近
い
「
古
十
玄
」
を
説
く
。
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本
書
の
撰
述
年
代
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

今
津
洪
嶽
氏
は
、
『
文
義
綱
目
』
に
入
法
界
品
補
訳
（
六
八
〇
年
）
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
六
八

〇
年
以
降
、
『
探
玄
記
』
や
『
起
信
論
義
記
』
の
撰
述
以
前
に
成
立
し
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄

記
』
の
序
文
の
一
致
を
指
摘
し
、
両
書
の
撰
述
時
期
を
近
い
も
の
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
小
林
氏
も
入
法
界
品
補
訳
の
記
事

(
)13

を
根
拠
と
し
て
、
『
文
義
綱
目
』
の
成
立
を
六
八
〇
年
前
後
と
し
た
。

(
)14

木
村
・
吉
津
両
氏
は
、
『
華
厳
経
伝
記
』
巻
五
に
『
文
義
綱
目
』
の
書
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
年
代
推
定
の
根
拠

と
し
て
い
る
。
木
村
氏
は
本
書
の
成
立
を
『
華
厳
経
伝
記
』
と
同
じ
西
崇
福
寺
時
代
（
六
九
一
〜
七
〇
四
年
）
と
し
、
吉
津

(
)15

氏
も
両
書
の
成
立
を
同
時
期
と
捉
え
て
長
寿
年
間
（
六
九
二
〜
六
九
四
年
）
の
著
述
と
推
定
し
た
。

(
)16

舘
野
氏
は
、
法
蔵
が
垂
拱
三
年
四
月
に
慈
恩
寺
で
『
華
厳
経
』
を
講
じ
た
と
い
う
『
華
厳
経
感
応
伝
』
の
記
述
に
着
目
し
、

(
)17

『
文
義
綱
目
』
は
こ
の
時
の
講
義
ノ
ー
ト
で
あ
る
と
い
う
説
を
提
唱
し
た
。
ま
た
、
『
文
義
綱
目
』
に
は
随
文
解
釈
が
無
い

に
も
拘
ら
ず
、
性
起
品
や
離
世
間
品
に
解
釈
を
譲
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
文
義
綱
目
』
は
本
来
、
六
十
『
華
厳
』
全

体
に
対
す
る
註
釈
の
玄
談
部
分
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。

(
)18

（
３
）

本
考
察
の
視
座

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
探
玄
記
』
の
執
筆
年
代
の
推
定
は
、
現
行
本
そ
れ
自
体
が
抱
え
る
年
代
の
矛
盾
が
あ
り
、

関
連
す
る
他
の
著
述
の
問
題
と
も
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
法
蔵
の
著
述
の
成
立
に
関
す
る
研
究
で
は
、
著
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作
内
で
言
及
さ
れ
る
歴
史
的
事
実
と
の
照
合
や
、
他
の
著
作
の
思
想
と
の
比
較
に
よ
っ
て
年
代
を
推
定
す
る
と
い
う
方
法
が

採
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
法
蔵
自
身
に
よ
っ
て
『
探
玄
記
』
に
加
筆
修
正
が
施
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
限
り
、
上

述
の
方
法
だ
け
で
撰
述
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
考
察
で
は
、
法
蔵
に
よ
る
『
探
玄
記
』
の
加

筆
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
た
め
、
同
じ
く
六
十
『
華
厳
』
註
釈
書
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た

『
文
義
綱
目
』
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
る
。
『
文
義
綱
目
』
は
、
そ
の
内
容
の
一
部
が
『
探
玄
記
』
と
共
通
す
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
以
下
で
は
、
両
テ
キ
ス
ト
の
対
応
箇
所
の
検
討
を
通
し
て
、
『
探
玄
記
』
加
筆
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

(
)19

二

『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
の
対
応
箇
所

『
文
義
綱
目
』
は
、
六
十
『
華
厳
』
の
綱
目
を
十
門
に
分
け
て
註
釈
す
る
書
で
あ
る
。
こ
の
十
門
の
う
ち
、
第
七
門
ま
で

の
内
容
は
『
探
玄
記
』
に
も
類
同
の
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
そ
の
対
応
箇
所
の
一
覧
を
挙
げ
る
。

［
表
１
］

『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
の
対
応
箇
所
一
覧

※
括
弧
内
は
大
正
三
五
巻
の
頁
数
。

『
文
義
綱
目
』
科
段

『
探
玄
記
』
の
対
応
箇
所

序

(

頁
下

行
～

頁
上

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
序

(

頁
上

行
～
中

行)

492

19

493

22

107

4

21

十
門
分
別
（

頁
上

～

行
）･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
十
門
分
別(

頁
中

～

行)

493

22

26

107

22

26
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（
櫻
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）

一
、
教
起
所
因

(

頁
上

行
～)

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
一
、
教
起
所
由(

頁
中

行)

493

26

107

27

１
．
教
伝
之
相

(

頁
上

行
～
中

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
八
、
部
類
伝
訳(

頁
中

～

行)

493

28

26

122

13

22

【
巻
一
】
八
、
部
類
伝
訳(

頁
下

～

行)

122

9

27

２
．
教
興
之
意

(

頁
中

行
～

頁
上

行)
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
一
、
教
起
所
由

(

頁
中

行
～

頁

行)

493

26

494

3

107

27

108

28

二
、
釈
経
題
目

(
頁
上

行
～)
494

4

１
．
釈
衆
名

(
頁
上

～

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
七
、
釈
経
題
目(

頁
下

行
～

頁
上

行
）

494

5

14

120

25

121

9

２
．
解
別
目

①
総

(

頁
上

～

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
七
、
釈
経
題
目(

頁
中

行
～
下

行)

494

15

23

121

22

1

②
別

(

頁

行
～

頁
上

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
七
、
釈
経
題
目(

頁
上

行
～
中

行)

494

23

495

16

121

15

22

【
巻
一
】
七
、
釈
経
題
目(

頁
下

行
～

頁
上

行
）

121

13

122

28

三
、
宗
趣

(

頁
上

行
～)

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
六
、
宗
趣(

頁
上

～

行)

495

17

120

6

3

１
．
総

①
慧
遠
説

(

頁
上

行)
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
六
、
宗
趣(

頁
上

～

行)

495

18

120

11

14

②
衍
法
師
説

(

頁
上

～

行)

495

18

19

③
慧
光
説
・
自
説

(

頁
上

行
～
中

行)
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
六
、
宗
趣(

頁
上

～

行)

495

19

4

120

20

28
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２
．
別

(

頁
中

～

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
六
、
宗
趣(

頁
中

～

行)

495

4

13

120

12

24

四
、
説
経
時
処

(

頁
中

行
～)

495

14

１
．
時

(

頁
中

行
～
下

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
二
】
料
簡
時(

頁
中

行
～

頁
上

行)

495

14

25

127

21

128

6

２
．
処

①
～
④

(
頁
下

行
～

頁
中

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
二
】
料
簡
処(

頁
上

行
～
中

行)
495

25

496

1

128

20

27

⑤

(

頁
中

行
～
下

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

該
当
箇
所
無
し

496

1

19

五
、
定
教
主

(

頁
下

行
～)

496

20

１
．
仏
身

(

頁
下

行
～

頁
上

行)

496

21

497

4

２
．
融
摂

(

頁
上

～

行)
･
･
･
･
･

【
巻
二
】
明
智
正
覚
世
間
円
満(

頁
上

行
～
下

行)

497

4

9

130

28

11

３
．
差
別

(

頁
上

～

行)

497

9

24

４
．
表
示
法

(

頁
上

行
～
中

行)

497

25

1

５
．
業
用

(

頁
中

行
～
下

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
五
】
「
不
起
此
而
昇
彼
」(

頁
上

行
～
中

行
）

497

1

9

193

3

11

六
、
衆
数
差
別

(

頁
下

行
～

頁
中

行)
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
二
】
明
衆
生
世
間
円
満(

頁
下

行
～

頁
下

行)

497

10

498

23

131

28

132

18

七
、
諸
会
請
問

(

頁
中

行
～
下

行)
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
三
】
明
諸
会
請
問(

頁
中

行
～
下

行)

498

24

21

149

16

14

八
、
所
依
三
昧

(

頁
下

行
～

頁
中

行)

498

22

499

21

九
、
光
加
不
同

(

頁

行
～

頁
上

行)

499

22

500

11
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十
、
所
説
法

(

頁

行
～

頁
下

行)
･
･
･
･
･

該
当
箇
所
無
し

500

12

501

7

１
．
約
品

２
．
約
会

３
．
約
文

４
．
約
義
（

頁
中

行
～
下

行
）･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

【
巻
一
】
九
、
義
理
分
斉(

頁
上

行
～

頁
上

行)

501

17

7

123

27

125

11

右
の
表
で
は
、
一
文
一
句
の
単
位
で
見
れ
ば
同
じ
文
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
記
述
と
し

て
は
『
探
玄
記
』
に
見
当
た
ら
な
い
も
の
を
「
該
当
箇
所
無
し
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
該
当
箇
所
無
し
」
の

部
分
に
つ
い
て
も
、
『
探
玄
記
』
に
類
似
の
思
想
が
全
く
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
両
者
の
叙
述
形
式
の
相

違
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
該
当
箇
所
無
し
」
と
し
た
『
文
義
綱
目
』
の
記
述
の
多
く
は
、
各
々
の
主
題
を

六
十
『
華
厳
』
の
初
会
か
ら
第
八
会
に
約
し
て
解
釈
す
る
記
述
に
あ
た
る
。
『
探
玄
記
』
が
六
十
『
華
厳
』
の
随
文
解
釈
を

行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
文
義
綱
目
』
は
そ
の
書
名
を
「
華
厳
八
会
綱
目
」
等
と
も
呼
ぶ
よ
う
に
、
経
典
全
体
を
七
処
八

会
の
観
点
か
ら
概
括
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
該
当
箇
所
無
し
」
と
し
た
『
文
義
綱
目
』
の
思
想

内
容
は
、
『
探
玄
記
』
の
随
文
解
釈
に
お
い
て
各
会
を
個
別
に
註
釈
す
る
記
述
に
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
の
テ
キ
ス
ト
で
一
致
す
る
部
分
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
の
類
似
の
度
合
い
が
『
探

玄
記
』
巻
一
と
そ
れ
以
外
と
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
具
体
的
に
は
、
本
稿
の
末
に
［
附
録
］
と
し
て
、
『
文
義
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綱
目
』
の
序
〜
第
七
門
と
『
探
玄
記
』
の
対
応
箇
所
と
を
対
照
し
た
テ
キ
ス
ト
を
載
せ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ

た
い
。

『
文
義
綱
目
』
序
〜
第
三
門
と
『
探
玄
記
』
巻
一
と
の
対
応
箇
所
は
、
文
章
量
の
大
幅
な
増
加
や
前
後
の
入
れ
替
え
等
に

よ
り
、
テ
キ
ス
ト
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
一
方
、
『
文
義
綱
目
』
第
四
門
〜
第
七
門
と
『
探
玄

記
』
巻
二
以
降
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
し
て
み
る
と
、
若
干
の
文
字
の
異
同
や
文
の
挿
入
が
あ
る
の
み
で
、
ほ
ぼ
全
文
が
一
致

す
る
箇
所
が
大
半
を
占
め
る
。
つ
ま
り
、
『
文
義
綱
目
』
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
た
と
き
、
『
探
玄
記
』
巻
一
の
み
が
他
の

巻
と
は
異
な
る
傾
向
を
持
つ
と
言
え
る
。

何
故
、
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
の
か
を
考
え
て
い
く
と
、
現
行
の
『
探
玄
記
』
巻
一
と
巻
二
以
降
の
成
立
時
期
に
隔

た
り
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
『
文
義
綱
目
』
は

『
探
玄
記
』
完
成
以
前
の
著
作
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
す
る
と
、
『
探
玄
記
』
巻
一
よ
り
も

巻
二
以
降
の
ほ
う
が
『
文
義
綱
目
』
に
近
く
、
古
い
内
容
を
残
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
現
行
の
『
探
玄
記
』
に
存

在
す
る
こ
の
捻
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
法
蔵
が
『
探
玄
記
』
に
加
筆
を
し
た
と
い
う
説
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
『
探
玄
記
』
加
筆
説
は
、
現
行
の
『
探
玄
記
』
自
体
が
内
包
す
る
年
代
の
矛
盾
か
ら
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
加
筆
が
い
つ
行
わ
れ
、
ど
の
箇
所
が
修
正
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
問
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
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三

『
探
玄
記
』
加
筆
説
の
再
考

（
１
）

『
探
玄
記
』
巻
一
の
改
稿
と
そ
の
時
期

『
文
義
綱
目
』
と
比
較
し
た
と
き
、
『
探
玄
記
』
巻
一
の
み
他
の
巻
と
異
な
る
類
似
の
傾
向
を
持
つ
の
は
、
法
蔵
が
あ
る

程
度
執
筆
を
進
め
て
か
ら
巻
一
を
全
面
的
に
修
正
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
結
果
と
し
て
、
現
行
本
『
探
玄
記
』
で
は
巻

一
よ
り
も
巻
二
の
ほ
う
が
『
文
義
綱
目
』
に
近
く
、
古
い
テ
キ
ス
ト
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
少
な
く

と
も
『
探
玄
記
』
巻
一
に
関
し
て
は
、
加
筆
と
い
う
よ
り
は
改
稿
に
近
い
大
規
模
な
修
正
が
あ
り
、
巻
二
以
降
に
つ
い
て
は
、

加
筆
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
範
囲
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

『
探
玄
記
』
巻
一
の
改
稿
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
『
華
厳
経
旨
帰
』
が
『
寄
海
東

書
』
の
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
の
『
探
玄
記
』
巻
一
は
十
玄
門
等

の
重
要
な
教
理
に
つ
い
て
『
華
厳
経
旨
帰
』
に
説
明
を
譲
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
思
想
内
容
を
完
全
に
把
握
す
る
た
め
に
は

そ
ち
ら
も
参
照
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
『
寄
海
東
書
』
に
『
華
厳
経
旨
帰
』
の
書
名
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
、

義
湘
に
送
っ
た
『
探
玄
記
』
は
現
行
の
も
の
と
異
な
る
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
探
玄

記
』
巻
一
が
現
行
の
形
に
な
っ
た
の
は
、
八
十
『
華
厳
』
の
訳
出
開
始
後
（
六
九
五
年
～
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
巻
一
八
ま
で

書
き
上
げ
た
『
探
玄
記
』
を
書
簡
と
と
も
に
義
湘
へ
送
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。



- 12 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
27

（
２
）

『
文
義
綱
目
』
の
成
立
時
期

『
文
義
綱
目
』
に
『
探
玄
記
』
巻
一
〜
五
と
共
通
す
る
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
の
は
、
両
者
の
執
筆
時
期
が
近
い
こ
と
を

意
味
す
る
。
『
文
義
綱
目
』
は
そ
の
序
文
が
『
探
玄
記
』
と
共
通
し
、
随
文
解
釈
の
存
在
を
前
提
と
す
る
よ
う
な
記
述
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
六
十
『
華
厳
』
註
釈
書
の
玄
談
部
分
に
相
当
す
る
著
作
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
ゆ
え
に
、
大
正
新
脩
大
蔵
経

で
は
『
探
玄
記
』
と
同
じ
く
経
疏
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
『
文
義
綱
目
』
を
現
行
の
『
探
玄
記
』
巻

一
の
前
身
と
見
做
す
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
不
可
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
『
文

義
綱
目
』
が
玄
談
に
相
当
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
註
釈
書
は
玄
談
の
第
四
門
〜
第
七
門
と
随
文
解
釈
の
一
部
と
が
全
く
重
複
す

る
と
い
う
、
非
常
に
不
自
然
な
構
成
を
持
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
『
文
義
綱
目
』
の
撰
述
に
関
し
て
、
『
華

厳
経
伝
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

華
厳
綱
目
一
巻

華
厳
玄
義
章
一
巻

華
厳
教
分
記
三
巻

右
并
大
章
疏
之
外
、
随
二

人
所
問
一、
随
レ

義
而
説
、
録
以
成
レ

巻
、
並
顕
二

此
経
意
一。
法
蔵
所
述
也
。

(
)20

右
の
記
述
か
ら
は
、
『
文
義
綱
目
』
は
「
大
章
疏
之
外
」
、
す
な
わ
ち
六
十
『
華
厳
』
の
註
釈
書
と
は
別
に
撰
述
さ
れ
た

文
献
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
両
書
に
多
く
の
共
通
部
分
が
あ
る
の
は
、
第
一
に
『
文
義
綱
目
』

が
先
に
成
立
し
、
そ
の
内
容
が
『
探
玄
記
』
に
挿
入
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
『
文

義
綱
目
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

問
。
説
二

此
経
一

処
、
為
是
浄
土
、
為
是
染
界
。
設
爾
何
失
。
二
倶
有
レ

過
。
何
者
、
若
是
浄
土
、
何
故
上
文
云
二

摩
竭
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提
国
一、
下
文
復
云
二

如
レ

是
此
四
天
下
閻
浮
提
等
一。

(
)21

こ
の
一
節
は
、
『
探
玄
記
』
巻
二
で
は
六
十
『
華
厳
』
の
経
文
「
其
地
金
剛
…
…
」
の
註
釈
に
あ
た
る
の
で
、
註
釈
し
て

い
る
箇
所
よ
り
前
の
文
を
「
上
文
」
と
言
い
、
そ
れ
以
降
を
「
下
文
」
と
呼
ぶ
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

(
)22

『
文
義
綱
目
』
に
は
随
文
解
釈
が
な
く
、
こ
の
一
節
も
特
定
の
経
文
の
註
釈
で
は
な
い
た
め
、
何
を
基
準
に
上
下
と
し
て
い

る
の
か
定
か
で
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
文
義
綱
目
』
で
は
し
ば
し
ば
六
十
『
華
厳
』
の
経
文
を
「
下
文
」
と
呼

ぶ
等
、
『
探
玄
記
』
の
如
く
随
文
解
釈
が
あ
る
か
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

何
故
、
『
文
義
綱
目
』
に
右
の
よ
う
な
記
述
が
存
在
す
る
の
か
を
考
え
て
い
く
と
、
『
文
義
綱
目
』
お
よ
び
現
行
本
『
探

玄
記
』
の
元
に
な
っ
た
共
通
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
に
帰
着
す
る
。
要
す
る
に
、
『
文
義
綱
目
』
と
は
、
現

行
の
『
探
玄
記
』
の
草
稿
た
る
本
か
ら
、
七
処
八
会
に
関
連
す
る
記
述
を
抜
粋
し
て
十
門
に
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
文
義
綱
目
』
の
序
文
〜
第
七
門
は
、
そ
の
時
点
の
『
探
玄
記
』
の
文
章
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
抜
き
出
し
た
た
め
に
、
随
文
解
釈
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
な
記
述
が
一
部
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
と
理
解
で

き
よ
う
。

『
文
義
綱
目
』
の
テ
キ
ス
ト
の
大
半
が
未
完
成
の
『
探
玄
記
』
の
抜
粋
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は

そ
の
撰
述
意
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
垂
拱
三
年
（
六
八
七
）
の
慈
恩
寺
に
お
け
る

講
経
と
の
関
係
が
鍵
と
な
る
。
つ
ま
り
、
『
探
玄
記
』
執
筆
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
講
経
の
た
め
に
『
華
厳
経
』
全
体
の

内
容
を
解
説
す
る
必
要
が
生
じ
、
未
完
成
の
『
探
玄
記
』
を
下
敷
き
に
撰
述
し
た
の
が
『
文
義
綱
目
』
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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法
蔵
は
こ
の
他
に
も
講
経
を
行
っ
て
い
る
が
、
特
に
六
八
七
年
の
講
経
と
『
文
義
綱
目
』
と
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
『
探
玄

記
』
執
筆
の
進
行
度
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
探
玄
記
』
の
執
筆
開
始
を
六
八
五
年
の
入
法
界
品
補
訳
の
直

後
と
し
、
『
寄
海
東
書
』
の
成
立
を
六
九
二
年
（
神
田
説
）
と
仮
定
す
る
と
、
法
蔵
は
巻
十
八
ま
で
を
七
年
に
亙
っ
て
執
筆

し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
執
筆
の
ペ
ー
ス
は
平
均
で
年
間
二
巻
半
ほ
ど
と
な
る
。
す
る
と
、
執
筆
開
始
か
ら
巻
五
を
書
き
上

げ
る
ま
で
に
は
約
二
年
か
か
る
計
算
に
な
り
、
ち
ょ
う
ど
六
八
七
年
の
慈
恩
寺
に
お
け
る
講
経
の
時
期
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

無
論
、
『
探
玄
記
』
の
執
筆
開
始
や
『
寄
海
東
書
』
の
成
立
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
り
、
法
蔵
の
執
筆
の

ペ
ー
ス
が
常
に
一
定
だ
っ
た
と
も
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
『
文
義
綱
目
』
が
初
期
段
階
の
『
探
玄
記
』
巻
五
ま
で
の
内
容
と

一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
成
立
時
期
は
『
探
玄
記
』
執
筆
開
始
か
ら
数
年
以
内
に
絞
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
論
じ
た
一
連
の
流
れ
を
時
系
列
順
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

［
表
２
］

『
探
玄
記
』
の
成
立
過
程

１
．
日
照
三
蔵
に
よ
る
入
法
界
品
補
訳
（
六
八
五
年
）
以
降
、
執
筆
開
始
。

２
．
巻
五
の
成
立
と
前
後
し
て
、
そ
の
内
容
を
抜
粋
し
『
文
義
綱
目
』
を
撰
述
（
六
八
七
年
か
）
。

３
．
巻
十
八
ま
で
執
筆
し
、
『
寄
海
東
書
』
と
と
も
に
義
湘
へ
送
る
（
六
九
二
年
か
）
。

４
．
『
華
厳
経
旨
帰
』
の
成
立
後
、
玄
談
に
相
当
す
る
巻
一
を
改
稿
。

→
現
行
の
『
探
玄
記
』
へ
。
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（
３
）

『
探
玄
記
』
改
稿
の
背
景

法
蔵
が
後
年
に
な
っ
て
『
探
玄
記
』
巻
一
を
改
稿
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
長
年
に
亙
る
執
筆
の
中
で
思
想
に
変
化
が
生
じ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
『
探
玄
記
』
巻
一
と
『
文
義
綱
目
』
に
お
け
る
思
想
内
容
の
径
庭
は
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
文
義
綱
目
』
と
現
行
の
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
変
化
は
、
教
理
思
想
を
説
く
部
分

(
)23

だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
事
実
の
叙
述
に
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
、
現
行
の
六
十
『
華
厳
』
の
成
立
経
緯
を
伝
え
る
記

述
の
中
に
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
文
義
綱
目
』
「
一
、
教
起
所
因
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
『
探
玄
記
』
巻
一
「
八
、
部
類

伝
訳
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
も
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
東
晋
の
仏
馱
跋
陀
羅
に
よ
る
翻

経
の
折
に
、
受
筆
を
務
め
た
法
業
が
『
華
厳
旨
帰
』
を
著
し
た
と
い
う
次
の
記
述
で
あ
る
。

法
業
因
レ

此
出
二

義
記
一。
名
二

華
厳
旨
帰
二
巻
一。

(
)24

こ
の
文
は
『
文
義
綱
目
』
に
の
み
記
さ
れ
、
『
探
玄
記
』
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
『
文
義
綱

目
』
の
書
写
や
翻
刻
の
過
程
に
お
い
て
、
後
人
の
付
し
た
註
釈
等
が
本
文
に
混
入
し
た
可
能
性
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
、
も
し
こ
れ
が
意
図
的
な
修
正
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
法
蔵
の
同
名
の
著
作
、
『
華
厳
経
旨
帰
』
の
成
立
と
無
関

係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
法
蔵
は
自
身
の
著
作
と
法
業
の
『
華
厳
旨
帰
』
と
に
関
連
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
こ

と
を
避
け
る
目
的
で
、
こ
の
箇
所
を
削
除
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

同
様
の
修
正
の
痕
跡
は
他
に
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
『
華
厳
経
』
の
具
名
に
含
ま
れ
る
「
大
」
の
字
義
を
解
釈
す
る
箇
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所
で
あ
る
。
法
蔵
は
『
文
義
綱
目
』
に
お
い
て
、
「
大
」
に
は
常
・
体
性
普
周
・
勝
能
の
三
義
が
あ
る
こ
と
を
「
古
徳
」
の

(
)25

説
と
し
て
挙
げ
る
一
方
、
『
探
玄
記
』
巻
一
で
は
同
様
の
説
を
『
涅
槃
経
』
の
も
の
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
「
大
」

(
)26

の
三
義
は
『
涅
槃
経
』
の
経
文
そ
の
も
の
に
由
来
す
る
定
義
で
は
あ
る
が
、
『
探
玄
記
』
で
は
敢
え
て
「
古
徳
」
の
説
で
あ

る
こ
と
を
伏
せ
る
よ
う
な
叙
述
の
仕
方
に
変
え
た
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
も
う
一
箇
所
、
宗
趣
説
に
つ
い
て
も
、
『
文

義
綱
目
』
で
は
自
説
を
地
論
宗
の
慧
光
の
説
と
同
一
と
し
な
が
ら
、
『
探
玄
記
』
で
は
両
者
を
明
確
に
区
別
し
た
上
で
、
慧

光
の
説
を
「
此
雖
二

義
具
一、
然
猶
レ

未
レ

顕
。
」
と
評
し
て
い
る
。

(
)

(
)

27

28

以
上
の
よ
う
な
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
の
相
違
点
か
ら
は
、
法
蔵
の
先
学
に
対
す
る
態
度
の
変
化
が
見
え
て
く
る
。

す
な
わ
ち
、
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
巻
一
の
改
稿
時
に
は
、
自
ら
の
思
想
的
立
場
を
そ
れ
以
前
の
思
想
の
系
譜
か
ら
切
り
離
そ

う
と
す
る
意
志
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
を
義
湘
の
も
と
へ
送
る
際
、
そ
の
撰
述
意
図

を
述
べ
る
文
脈
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

但
以
二

和
尚
章
疏
、
義
豊
文
簡
一、
致
レ

令
三

後
人
多
難
二

趣
入
一。
是
以
具
録
二

和
尚
微
言
妙
旨
一、
勒
成
二

義
記
一。

(
)29

こ
こ
で
法
蔵
は
、
智
儼
の
「
章
疏
」
（
『
捜
玄
記
』
）
が
人
々
に
と
っ
て
難
解
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
内
容
を
整
理
し
て

(
)30

「
義
記
」
（
『
探
玄
記
』
）
を
撰
述
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
両
書
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
『
捜
玄
記
』
で
文
意
の

取
り
に
く
い
記
述
が
『
探
玄
記
』
で
修
正
さ
れ
て
い
る
と
い
う
例
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
蔵
が
『
探

玄
記
』
か
ら
旧
来
の
諸
師
の
影
響
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
記
述
を
削
除
し
た
の
は
、
智
儼
の
思
想
を
顕
揚
し
、
そ
れ
以
前
の

諸
学
派
か
ら
独
立
せ
し
め
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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法
蔵
自
身
の
思
想
系
統
に
対
す
る
意
識
が
変
化
し
た
原
因
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
、
華
厳
教
学
の
成
立
要
因

の
一
つ
と
し
て
、
法
相
宗
へ
の
対
抗
意
識
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
智
儼
が
華
厳
五
教
と
い
う
範
疇
を
完
成

さ
せ
た
の
に
は
同
時
代
の
玄
奘
の
影
響
が
大
き
く
、
智
儼
の
法
相
宗
に
対
す
る
姿
勢
は
法
蔵
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
法
蔵
に
お
い
て
上
述
の
変
化
が
生
じ
た
時
期
は
、
『
文
義
綱
目
』
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
六
八
七
年
頃
よ

り
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
法
相
宗
の
存
在
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
考
え
ら

れ
る
の
が
、
祖
統
（
法
統
）
を
重
ん
じ
る
東
山
法
門
の
台
頭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
達
磨
を
初
祖
と
す
る
祖
統
説
を
主
張
し

(
)31

た
弘
忍
門
下
に
影
響
を
受
け
、
法
蔵
は
自
身
の
思
想
的
源
流
に
対
す
る
意
識
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
探
玄
記
』
の
改
稿
が
行
わ
れ
た
と
目
さ
れ
る
時
期
の
前
後
は
、
七
〇
一
年
に
神
秀
の
入
内
説
法
が
行
わ
れ
る
等
、
東
山
法

門
の
影
響
力
が
増
し
て
い
っ
た
時
代
と
重
な
る
。
た
だ
、
法
蔵
の
態
度
が
変
化
し
た
理
由
は
一
つ
で
は
な
く
、
複
数
の
要
因

が
積
み
重
な
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
問
題
は
さ
ら
に
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

四

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
『
探
玄
記
』
と
『
文
義
綱
目
』
の
テ
キ
ス
ト
の
比
較
を
通
し
て
、
両
書
の
関
係
性
や
そ
の
成
立
を
論
じ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
現
行
の
『
探
玄
記
』
は
法
蔵
自
身
に
よ
っ
て
修
正
が
施
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
殊
に
巻
一
に
は
巻
二
以

降
よ
り
も
大
き
な
修
正
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
探
玄
記
』
の
改
稿
が
行
わ
れ
た
時
期
は
、
『
寄
海
東
書
』
や
『
華
厳
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経
旨
帰
』
の
成
立
後
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
『
文
義
綱
目
』
は
『
探
玄
記
』
執
筆
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
六
十
『
華
厳
』

全
体
の
概
要
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
『
探

玄
記
』
と
『
文
義
綱
目
』
の
思
想
内
容
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
。

註
（

）
日
照
三
蔵
に
よ
る
入
法
界
品
補
訳
の
年
代
に
つ
い
て
は
二
説
あ
る
。
ま
ず
、
法
蔵
の
著
作
で
は
「
大
唐
永
隆
元
年
三

1

月
内
、
有
二

天
竺
三
藏
地
婆
訶
羅
一。
（
大
正
三
五
・
一
二
二
頁
下
）
」
と
い
う
書
き
出
し
で
入
法
界
品
補
訳
を
伝
え
る

こ
と
か
ら
、
永
隆
元
年
（
六
八
〇
）
を
翻
訳
の
年
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
一
方
で
、
『
開
元
録
』
（
大
正
五
五
・

五
六
三
頁
下
）
で
は
続
入
法
界
品
の
翻
訳
を
垂
拱
元
年
（
六
八
五
）
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
吉
津
宜
英
氏
は
、
入

法
界
品
の
翻
訳
年
代
は
『
開
元
録
』
の
ほ
う
が
信
用
で
き
る
と
し
、
六
八
〇
年
を
日
照
三
蔵
の
入
唐
し
た
年
と
し
た

（
『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
一
三
六
頁
）
。

（

）
続
蔵
二
―
八
・
四
二
二
丁
左
上
（
『
円
宗
文
類
』
所
収
）
。

2
（

）
神
田
喜
一
郎
「
唐
賢
首
大
師
真
蹟
「
寄
新
羅
義
湘
法
師
書
」
考
」
六
～
七
頁
、
参
照
。

3
（

）
高
峯
了
州
『
華
厳
思
想
史
』
二
一
五
頁
、
参
照
。

4
（

）
吉
津
前
掲
書
一
二
五
頁
・
註
一
三
、
参
照
。

5
（

）
『
華
厳
経
伝
記
』
の
執
筆
開
始
年
に
つ
い
て
、
木
村
氏
は
そ
の
撰
号
が
「
西
崇
福
寺
（
六
九
一
〜
七
〇
四
年
）
」
で

6
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法
蔵
撰
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

（
櫻
井
）

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
六
九
一
年
以
降
に
執
筆
が
初
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る
（
『
人
物

中
国
の
仏
教

法
蔵
』
九

三
〜
九
四
頁
）
。
一
方
、
吉
津
氏
は
、
『
華
厳
経
伝
記
』
は
六
八
九
〜
六
九
〇
年
頃
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
成
立
は

六
九
二
年
で
あ
る
と
す
る
（
吉
津
前
掲
書
一
四
〇
頁
）
。

（

）
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
三
巻
・
二
六
頁
、
参
照
。

7
（

）
小
林
實
玄
「
華
厳
法
蔵
の
事
伝
に
つ
い
て
」
四
〇
頁
、
参
照
。

8
（

）
鍵
主
良
敬
「
華
厳
経
探
玄
記
解
題
」
（
『
国
訳
一
切
経

和
漢
撰
述
部

経
疏
部
十
』
所
収
）
、
参
照
。

9
（

）
木
村
清
孝
『
人
物

中
国
の
仏
教

法
蔵
』
九
〇
頁
、
お
よ
び
『
中
国
華
厳
思
想
史
』
一
六
一
頁
・
註
一
四
、
参
照
。

10
（

）
吉
津
前
掲
書
一
三
七
頁
、
参
照
。

11
（

）
舘
野
正
生
「
法
蔵
教
学
に
お
け
る
一
特
徴
と
し
て
の
因
果
解
釈
―
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
用
例
か
ら
―
」
、
参
照
。

12
（

）
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
三
巻
・
三
五
頁
、
参
照
。

13
（

）
小
林
前
掲
論
文
三
九
頁
、
参
照
。

14
（

）
木
村
清
孝
『
人
物

中
国
の
仏
教

法
蔵
』
九
六
頁
、
参
照
。

15
（

）
吉
津
前
掲
書
一
四
一
頁
、
参
照
。

16
（

）
恵
英
撰
・
胡
幽
貞
纂
『
華
厳
経
感
応
伝
』
、
大
正
五
一
・
一
七
五
頁
下
。

17
（

）
舘
野
正
生
「
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
対
比
よ
り
見
た
法
蔵
教
学
の
推
移
」
、
お
よ
び
「
法
蔵
撰
『
華
厳

18

経
文
義
綱
目
』
の
研
究
」
、
参
照
。
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（

）
『
探
玄
記
』
と
『
文
義
綱
目
』
の
テ
キ
ス
ト
の
一
致
は
、
序
文
に
つ
い
て
は
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
巻
三
（
三
五

19

頁
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
多
く
は
、
坂
本
幸
男
訳
『
国
訳
一
切
経

和
漢
撰
述
部

経
疏
部
六
』
、

お
よ
び
『
同

経
疏
部
七
』
の
註
釈
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
［
表
１
］
お
よ
び
［
附
録
］
は
、
こ
れ

ら
の
先
行
研
究
を
参
考
に
、
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
箇
所
を
加
え
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

（

）
『
華
厳
経
伝
記
』
巻
五
、
大
正
五
一
・
一
七
二
頁
中
。

20
（

）
『
探
玄
記
』
巻
二
、
大
正
三
五
・
一
二
八
頁
上
。
『
文
義
綱
目
』
、
大
正
三
五
・
四
九
五
頁
下
～
四
九
六
頁
上
。

21
（

）
六
十
『
華
厳
』
巻
一
・
世
間
浄
眼
品
（
大
正
九
・
三
九
五
頁
上
）
に
は
「
如
レ

是
我
聞
。
一
時
仏
在
二

摩
竭
提
国
寂

22

滅
道
場
一、
始
成
二

正
覚
一。
其
地
金
剛
具
二―

足
厳
浄
一、
衆
宝
雑
華
以
為
二

荘
飾
一。
」
と
あ
り
、
二
重
傍
線
部
の
註
釈
部
分

の
前
に
「
摩
竭
提
国
」
の
語
が
あ
る
。
一
方
、
「
四
天
下
閻
浮
提
」
の
語
は
、
巻
九
・
初
発
心
菩
薩
功
徳
品
（
大
正

九
・
四
五
三
頁
上
）
に
見
え
る
。

（

）
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
宗
趣
説
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
木
村
清
孝
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

23

（
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
』
九
六
頁
）
。
ま
た
舘
野
正
生
氏
は
『
文
義
綱
目
』
の
「
一
、
教
起
所
因
」
「
三
、

明
宗
趣
」
「
五
、
定
教
主
」
お
よ
び
「
十
、
所
説
法
」
に
つ
い
て
、
『
探
玄
記
』
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
（
「
『
文

義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
対
比
よ
り
見
た
法
蔵
教
学
の
推
移
」
、
参
照
）
。

（

）
『
文
義
綱
目
』
、
大
正
三
五
・
四
九
三
頁
中
。

24
（

）
こ
こ
で
法
蔵
の
言
う
「
古
徳
」
が
具
体
的
に
誰
で
あ
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
「
大
」
の
三
義
に
つ
い
て
は
浄
影
寺
慧

25
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法
蔵
撰
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

（
櫻
井
）

遠
の
『
涅
槃
経
義
記
』
巻
二
（
大
正
三
七
・
六
七
〇
頁
下
）
に
同
様
の
解
釈
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（

）
『
文
義
綱
目
』
、
大
正
三
五
・
四
九
五
頁
中
。
『
探
玄
記
』
巻
一
、
大
正
三
五
・
一
二
一
頁
中
。

26
（

）
『
探
玄
記
』
巻
一
、
大
正
三
五
・
一
二
〇
頁
上
。

27
（

）
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
宗
趣
説
の
相
違
に
つ
い
て
、
木
村
清
孝
氏
は
法
蔵
が
慧
光
と
智
儼
の
宗
趣

28

説
を
同
一
と
し
た
の
は
、
権
威
づ
け
の
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
（
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
』
九
六

頁
）
。

（

）
『
寄
東
海
書
』
、
続
蔵
二
―
八
・
四
二
二
丁
左
上
。

29
（

）
神
田
喜
一
郎
氏
は
、
『
寄
海
東
書
』
の
「
章
疏
」
を
「
章
と
疏
」
と
捉
え
、
智
儼
の
『
孔
目
章
』
と
『
捜
玄
記
』
を

30

意
味
す
る
と
し
た
（
神
田
前
掲
論
文
五
頁
）
。
本
稿
で
は
、
「
章
疏
」
は
『
捜
玄
記
』
の
み
を
指
す
と
し
た
が
、
そ

れ
は
前
に
引
用
し
た
法
蔵
の
『
華
厳
経
伝
記
』
（
大
正
五
一
・
一
七
二
頁
中
）
に
お
い
て
「
大
章
疏
」
で
『
探
玄

記
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
用
例
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

（

）
印
順
著
・
伊
吹
敦
訳
『
中
国
禅
宗
史
』
八
九
頁
、
参
照
。

31参
考
文
献

高
峯
了
州
『
華
厳
思
想
史
』
百
華
苑
、
一
九
四
二
年

木
村
清
孝
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七
七
年



- 22 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
27

坂
本
幸
男
訳
『
国
訳
一
切
経

和
漢
撰
述
部

経
疏
部
六
（
改
訂
三
刷
）
』
大
東
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

坂
本
幸
男
訳
『
国
訳
一
切
経

和
漢
撰
述
部

経
疏
部
七
（
改
訂
三
刷
）
』
大
東
出
版
社
、
二
〇
一
二
年

坂
本
幸
男
訳
・
鍵
主
良
敬
解
題
『
国
訳
一
切
経

和
漢
撰
述
部

経
疏
部
十
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
年

吉
津
宜
英
『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
大
東
出
版
社
、
一
九
九
一
年

木
村
清
孝
『
人
物

中
国
の
仏
教

法
蔵
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年

木
村
清
孝
『
中
国
華
厳
思
想
史
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
二
年

印
順
著
・
伊
吹
敦
訳
『
中
国
禅
宗
史
―
―
禅
思
想
の
誕
生
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
七
年

神
田
喜
一
郎
「
唐
賢
首
大
師
真
蹟
「
寄
新
羅
義
湘
法
師
書
」
考
」
『
南
都
仏
教
』
第
二
十
六
号
、
一
九
七
一
年

小
林
實
玄
「
華
厳
法
蔵
の
事
伝
に
つ
い
て
」
『
南
都
仏
教
』
第
三
六
号
、
一
九
七
六
年

舘
野
正
生
「
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
対
比
よ
り
見
た
法
蔵
教
学
の
推
移
」
『
駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会

年
報
』
第
二
八
号
、
一
九
九
五
年

舘
野
正
生
「
法
蔵
撰
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
の
研
究
」
『
印
仏
研
』
通
号
九
三
、
一
九
九
八
年

舘
野
正
生
「
法
蔵
教
学
に
お
け
る
一
特
徴
と
し
て
の
因
果
解
釈
―
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
用
例
か
ら
―
」
『
輪
廻
の
世
界

（
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
叢
書
９
）
』
青
史
出
版
、
二
〇
〇
一
年

ウ
ィ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
・
ダ
ニ
エ
ル
「
法
蔵
の
著
述
年
代
の
再
考
」
『
東
方
学
』
第
一
三
四
輯
、
二
〇
一
七
年
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［
附
録
］

『
文
義
綱
目
』
序
～
第
七
門
と
『
探
玄
記
』
の
対
照

大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
の
『
文
義
綱
目
』
（
原
本
）
を
底
本
と
し
、
『
探
玄
記
』
の
対
応
箇
所
と
対
校
す
る
形
で
、
文
献

間
に
お
け
る
字
句
の
異
同
を
示
し
た
。
な
お
、
本
稿
の
目
的
は
『
探
玄
記
』
巻
一
と
そ
れ
以
外
の
巻
に
お
け
る
類
似
性
の
差

異
を
示
す
こ
と
に
あ
り
、
『
文
義
綱
目
』
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

凡
例

・
文
字
の
異
同
は
傍
線
、
脱
字
・
脱
文
は
〔

〕
で
表
す
。
ま
た
、
筆
者
に
よ
る
校
訂
は
〈
□
□
カ
〉
で
示
す
。

・
テ
キ
ス
ト
間
の
差
が
大
き
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
下
段
の

点
線
枠
内
に
『
探
玄
記
』
の
対
応
箇
所
を
併
記
し
た
。
枠
内

の
波
線
部
は
、
『
文
義
綱
目
』
の
対
応
箇
所
と
類
似
の
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

・
底
本
に
は
「
華
・
花
」
、
「
並
・
竝
」
、
「
慧
・
恵
」
等
、
二
種
の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
が
、
使
い
分
け
に
よ
る
意
味
の

違
い
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
校
訂
が
複
雑
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
全
て
前
者
の
漢
字
に
統
一
し
た
。

「
辨
・
辯
」
に
つ
い
て
も
「
弁
」
に
統
一
す
る
。

・
『
探
玄
記
』
の
引
用
経
文
の
出
典
等
は
、
坂
本
幸
男
訳
『
国
訳
一
切
経

和
漢
撰
述
部

経
疏
部
六
』
お
よ
び
『
同

経
疏

部
七
』
に
詳
し
い
た
め
、
『
探
玄
記
』
と
の
共
通
部
分
に
関
し
て
は
そ
ち
ら
に
解
説
を
譲
る
こ
と
と
す
る
。
本
稿
で
は
、

『
探
玄
記
』
に
該
当
箇
所
が
な
い
場
合
等
、
特
に
追
記
が
必
要
な
場
合
に
限
り
、
註
を
付
し
て
い
る
。

法
蔵
撰
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

（
櫻
井
）
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略
号

大
正
三
五
『
文
義
綱
目
』

大
正
三
五
『
探
玄
記
』

底
本

原
＝
天
治
二
年
写
仁
和
寺
蔵
本

(

探)

原
＝
高
麗
高
宗
三
十
二
年
刊
本
会
蔵
本

(

文
甲)
甲
＝
元
禄
八
年
刊
宗
教
大
学
蔵
本

(

探
甲)

甲
＝
嘉
暦
三
年
元
徳
三
年
間
理
覚
刊
大
谷
大
学
蔵
本

(

文
知)

知
＝
天
平
神
護
元
年
写
知
恩
院
蔵
本

法
蔵
撰
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』

《
序
》

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
〇
七
頁
上
一
四
行
～
中
二
七
行
）

帰
依
大
智
海

十
身
盧
舎
那

充
満
諸
法
界

無
上
大
慈
尊

方
広
離
垢
方

円
満
解
脱
輪

普
賢
文
殊
等

海
会
大
菩
薩

我
在
具
縛
地

悕
心
大
法
門

唯
願
見
加
哀

令
増
念
智
力

(

探
甲)

＝
希

開
此
秘
奥
蔵

広
益
於
自
他

願
令
法
久
住

伝
灯
報
仏
恩

夫
以
、
茫
茫
性
海
縁
象
、
詎
測
其
源
。
眇
眇
玄
猷
名
言
、
罕

夫
以
、
法
性
虚
空
廓
、
無
涯
而
超
視
聴
。
智
慧
大
海
深
、
無

1

尋
其
際
。
有
融
円
智
、
朗
巨
夜
而
闢
重
昏
。
無
限
大
悲
、
俯

極
而
抗
思
議
。
眇
眇
玄
猷
名
言
、
罕
尋
其
際
。
茫
茫
素
範
相

(

探
甲)

＝
渺
渺

群
機
而
臨
万
刹
。

見
、
靡
究
其
源
。
但
以
、
機
感
万
差
、
奮
形
言
而
充
法
界
、

心
境
一
味
、
泯
能
所
而
帰
寂
寥
。
体
用
無
方
、
円
融
叵
測
。

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
27
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華
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探
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す
る
一
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（
櫻
井
）

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
〇
七
頁
上
一
四
行
～
中
二
七
行
）

於
是
無
象
現
象
、
猶
陽
谷
之

昇
太
陽
、
無
言
示
言
、
若
滄
波
之
傾
巨
壑
。
是
故
創
於
蓮
華
蔵
界
、
演
無
尽
之
玄
綱
、

(

探)

＝
像

(

探
甲)

＝
暘

2

罕
籠
上
達
之
流
、
控
引
霊
津
之
表
。
然
後
化
霑
忍
土
、
漸
布
慈
雲
、
灑
微
沢
以
潤
三
根
、
滋
道
牙
而
帰
一
楑
。

是
知
機
縁

(

文
甲)

(
探)

＝
牢

(

探)

＝
令
階
仏
境

(

探
甲)

＝
芽

(

探)

＝
揆

3

4

感
異
聖
応
所
以
殊
分
、
聖
応
雖
殊
不
思
議
一
也
。

華
厳
経
者
、
斯
乃
集
海
会
之
盛
談
、
照
山
王
之
極
説
。
理
致
宏
遠
、
尽
法
界
而

亘

真
源
、
浩
汗
微
言
、
等
虚
空
而
被

(

探)

＝
智

〈
亙
カ
〉

(

探
甲)

＝
澣

5

塵
国
。
於
是
無
虧
大
小
、
潜
巨
刹
以
入
毫
端
、
未
易
鴻
繊
、
融
極
微
以
周
空
界
。
故
〔

以
〕
因
陀
羅
網
、
参
互
影
而

(

探)

＝
法

(

探)

重
重
、
錠
光
頗

黎
照
塵
方
而
隠
隠
、
一
即
多
而
無
礙
、
多
即
一
而
円
通
。
摂
九
世
以
入
刹
那
、
舒
一
念
而
該
永
劫
。
三
生

(

探)

＝
玻
、(

探
甲)

＝
頗

(

文
甲)

＝
棃

究
竟
、
堅
固
種
而
為
因
。
十
信
道
円
、
普
徳
顕
而
成
果
。
果
無
異
因
之
果
、
派
五
位
以
分
鑣
、
因
無
異
果
之
因
、
総
十
身
以

斉
致
。
是
故
覚
母
就
機
於
東
城
、
六
千
疏
其
十
眼
。
童
子
詢
友
於
南
国
、
百
十
成
以
一
生
。
遂
使
不
起
樹
王
六
天
斯
届
。
詎

(

探)

＝
䟽

(

探
甲)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
越

6

移
華
蔵
十
刹
虚
融
。
示
宝
偈
於
塵
中
、
斉
暉
八
会
。
啓
玉
珠
於
性
徳
、
七
処
円
彰
。
浩
浩
鏗
鋐
、
抗
思
議
而
迥
出
。

＊

(

探)

＝
輝

(

探)

＝
王

(

探)

＝
隔

魏
魏

煥
爛
、
隔
視
聴
於
聾
盲
。
是
故
舎
那
創
陶
甄
於
海
印
、
二
七
之
旦

爰
興
。
龍
樹
終
俯
察
於
虬
宮
、
六
百
年
後
方
顕
。

(

探)

＝
巍
巍

(

探)

＝
超

(

探)

＝
日

然
則
「
大
」
以
苞
含
為
義
。
「
方
」
以
軌
範
為
功
。
「
広
」
則
体
極
用
周
。
「
仏
」
乃
果
円
覚
満
。
「
華
」
譬
開
敷
万
。
「
厳
」

(

探)

＝
即
＊

(

探)

＝
包

＊

喩
飾
茲
本
体
。
「
経
」
則
貫
穿
縫
綴
、
能
詮
之
教
著
焉
。
従
法
就
人
、
寄
喩
為
目
、
故
称
「
大
方
広
仏
華
厳
経
」
。
「
世
間
浄

＊

(

探)

＝
云

眼
品
」
者
、
器
等
三
種
、
顕
曜
於
時

、
光
潔
照
矚
、
況
於
浄
眼
。
法
喩
合
挙
、
故
云
「
世
間
浄
眼
」
。
語
言
理

(

探
甲)

＝
燿

(

探)

＝
明

均
、
格
類
相
従
、
故
称
為
「
品
」
。
此
経
有
三
十
四
品
、
此
品
建
初
、
故
称
「
第
一
」
。
故
言
「
大
方
広
仏
華
厳
経
世
間
浄

(

文
甲)

＝
一
均
、(

探)

＝
一

眼
品
第
一
」
。
余
義
如
下
説
。

7
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《
十
門
分
別
》

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
〇
七
頁
上
一
四
行
～
中
二
七
行
）

今
総
括
此
経
七
処
八
会
事
義
差
別
、
略
開
十
門
。
一
、
弁
教

釈
此
経
略
開
十
門
。
一
、
明
教
起
所
由
。
二
、
約
蔵
部
明
所

起
所
因
。
二
、
釈
経
題
目
。
三
、
明
経
宗
趣
。
四
、
説
経
時

摂
。
三
、
顕
立
教
差
別
。
四
、
教
所
被
機
。
五
、
弁
能
詮
教

処
。
五
、
弁
定
教
主
。
六
、
明
衆
数
差
別
。
七
、
請
説
分

体
。
六
、
明
所
詮
宗
趣
。
七
、
具
釈
経
目
。
八
、
明
部
類
伝

斉
。
八
、
所
入
三
昧
。
九
、
仏
光
加
持
。
十
、
正
説
品
会
。

訳
。
九
、
弁
文
義
分
斉
、
。
十
、
随
文
解
釈
。

《
一
、
弁
教
起
所
因
》

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
〇
七
頁
中
二
七
行
）

初
、
教
起
所
因
中
、
有
二
。
先
明
教
伝
之
相
、
後
弁
教
興
之

教
起
所
由
者
、
先
総
弁
、
後
別
顕
。

意
。《

１
．
教
伝
之
相
》

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
二
頁
中
一
三
行
～
二
九
行
）

初
中
教
伝
之
相
者
、
西
域
相
伝
、
此
経
結
集
已
後
、
収
入
龍

三
、
上
本
者
、
此
是
結
集
文
中
之
上
本
也
。
故
西
域
相
伝
、

宮
。
仏
滅
度
六
百
年
後
、
龍
樹
菩
薩
〔
自
〕
往
龍
宮
、
見
此

龍
樹
菩
薩
往
龍
宮
、
見
大
不
思
議
解
脱
経
有
三
本
。
上
本
有

(

文
甲)

大
不
思
議
経
。
上
本
有
十
三
千
大
千
世
界
微
塵
数
偈
、
四
天

十
三
千
大
千
世
界
微
塵
数
頌
、
四
天
下
微
塵
数
品
。

下
微
塵
数
品
。
中
本
有
四
十
九
万
八
千
八
百
偈
、
一
千
二
百

四
、
中
本
者
、
有
四
十
九
万
八
千
八
百
偈
、
一
千
二
百
品
。
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品
。
下
本
有
十
万
偈
、
三
十
八
品
。

此
上
二
本
並
秘
在
龍
宮
。
非
閻
浮
提
人
力
所
受
持
故
此
不

伝
。

五
、
下
本
者
、
有
十
万
頌
、
三
十
八
品
。
龍
樹
将
此
本
出
現

伝
天
竺
。
即
摂
論
百
千
為
十
万
也
。
西
域
記
説
、
在
于
闐
国

南
遮
倶
槃
国
山
中
具
有
此
本
。
…
…

龍
樹
遂
将
此
下
本
、
出
至
天
竺
国
、
造
不
思
議
論
。
亦
十
万

七
、
論
釈
者
、
龍
樹
既
将
下
本
出
因
造
大
不
思
議
論
。
亦
十

偈
以
釈
此
経
。
今
耶
舎
三
蔵
所
翻
十
住
毘
婆
沙
論
、
是
彼
一

万
頌
以
釈
此
経
。
今
時
十
住
毘
婆
沙
論
是
彼
一
分
。
秦
朝
耶

品
也
。

舎
三
蔵
頌
出
訳
之
。
十
六
巻
文
纔
至
第
二
地
、
余
皆
不
足
。

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
二
頁
下
九
行
～
二
七
行
）

爰
有
東
晋
沙
門
名
支
法
領
。
従
于
闐
国
、
但
得
此
三
万
六
千
偈
〔
経
〕
。
并
請
得
〔
北
天
竺
〕
大
乗
三
果
菩
薩
禅
師
、
名

(

探)

＝
八
翻
訳
者

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)
＝
ナ
シ

(

探)
(

探)

伏
馱
跋
陀
羅
。
此
云
覚
賢
。
俗
姓
釈
迦
氏
。
即
甘
露
飯
王
之
苗
裔
〔
也
〕
。
〔
曾
往
兜
率
天
就
弥
勒
問
疑
。
〕
来
至
晋
朝
、

(

文
甲)

(

探)

＝
仏

(

文
甲)

(

探)
(

探)

＝
ナ
シ

以
安
帝
義
熙
十
四
年
歳
次
鶉
火
三
月
十
日
、
於
楊
州

謝
司
空
寺
、
別
造
護
浄
華
厳
法
堂
、
於
中
訳
出
此
経
。
時
堂
前
有

(

探)

＝
晋

(

探)

＝
熈

(

探)

＝
揚

(

探)

＝
ナ
シ

〔
一
〕
蓮
華
池
。
毎
日
有
二
青
衣
童
子
、
従
池

而
出

〔
堂
〕

掃
灑

研
墨

、
暮
還
帰
池
、
経
了
便
止
。
相
伝
釈
云
、

(

探)

＊

(

探)

＝
自

(

探)

＝
之

(
探)

(

探)

＝
灑
掃

(

探)

＝
供
養

(

探)

＝
ナ
シ

以
此
経
久
在
龍
宮
、
〔
龍
王
〕
慶
此
伝
通
故
令
龍
王
給
侍
耳
。

後
因
改
此
寺
名
興
厳
寺
也
。
有
晋
沙
門
釈
法
業
〔
及
〕

(

探)
(

探)

＝
躬
自

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

慧
厳
・
慧
観
等
、
親
従
筆
受
。
法
業
因
此
出
義
記
。
名
華
厳
旨
帰
二
巻
。

〔
時
〕
有
呉
郡
内
史
孟
顗
右
衛
将
軍
褚
叔
度
等

(

文
甲)

＝
慧
宅

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)
8
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為
檀
越
〔
主
〕
。
至
元
熙
二
年
六
月
十
日
訳
出
訖
。
至
大
宗
永
初
二
年
十
二
月
二
十
日
与
梵
本
再
校
勘
畢
。
当
時
五
十
巻
成
、

(

探)
(

探)

＝
熈

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
宋

(

探)

＝
ナ
シ

後
人
亦
有
融
作
六
十
巻
者
、
於
法
界
品
内
、
〔
従
摩
耶
夫
人
後
、
至
弥
勒
菩
薩
前
、
〕
先
有
所
欠
八
九
紙
文
。
今
大
唐
永
隆

(

探)
(

探)

＝
ナ
シ

元
年
三
月
内
、
有
中
天
竺
三
蔵
法
師
地
婆
呵
羅

。
唐
言
日
照
。
〔
有

此
一
品
梵
本
、
法
蔵
親
共
校
勘
、
至
此
欠
文
〕
奉
勅

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
訶

(

探)

与
沙
門
道
成
等
十
大
徳
、
於
西
京
太
原
寺
訳
出
補
之
。
沙
門
複
礼
筆
受
。
其
経
感
通
、
及
覚
賢
神
迹
等
、
並
如
新
集
華
厳
伝

(

探)

＝
複
礼
等

(

探)

＝
ナ
シ

中
弁
。9

《
２
．
教
興
之
意
》

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
〇
七
頁
中
二
七
行
～
一
〇
八
頁
下
二
八
行
）

二
、
明
教
興
意
者
、
夫
大
教
之
興
、
非
無
因
縁
、
及
非
小
因

総
者
、
夫
大
教
之
興
因
縁
無
量
。
故
智
論
之
初
、
広
弁
般
若

縁
、
令
此
教
起
。
故
下
文
性
起
品
云
、
「
以
須
弥
山
微
塵
等

教
起
因
縁
、
如
須
弥
山
不
以
無
事
及
小
因
縁
而
能
令
動
仏
。

10

因
縁
故
起
。
」
此
性
起
法
輪
。

亦
如
是
。
大
因
縁
故
而
有
所
説
。
所
謂
般
若
波
羅
蜜
。
流
行

11

〔
然
〕
今
略
題
十
種
。
謂
、
願
力
故
。
法
爾
故
。
為
本
故
。

世
間
広
益
群
品
故
也
。
法
華
亦
云
、
「
如
来
為
一
大
事
因
縁

(

文
甲)

為
帰
故
。
顕
徳
故
。
顕
位
故
。
開
発
故
。
見
聞
故
。
成
行

故
出
現
于
世
。
所
謂
開
示
悟
入
仏
知
見
等
。
」
此
経
下
云
、

故
。
得
果
故
。

「
如
来
応
供
等
正
覚
、
性
起
正
法
、
不
可
思
議
。
所
以
者

何
。
非
少
因
縁
成
等
正
覚
出
興
于
世
。
以
十
種
無
量
無
数
百

千
阿
僧
祇
因
縁
。
成
等
正
覚
出
興
于
世
。
何
等
為
十
。
一

者
、
発
無
量
菩
提
之
心
不
捨
一
切
衆
生
。
」
如
是
等
、
乃
至
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説
。
応
知
。

次
別
顕
者
、
略
提
十
義
以
明
無
尽
。
何
者
為
十
。
謂
、
由
法

爾
故
。
願
力
故
。
機
感
故
。
為
本
故
。
顕
徳
故
。
顕
位
故
。

開
発
故
。
見
聞
故
。
成
行
故
。
得
果
故
。

初
、
願
力
故
者
、
謂
仏
与
菩
薩
及
彼
機
縁
、
三
位
願
力
之
所

二
、
願
力
故
者
、
謂
是
如
来
本
願
力
故
。
令
此
教
法
称
機
顕

起
。
故
下
文
云
、
「
盧
舎
那
仏
本
願
力
故
。
普
賢
願
力
故
。
」

現
。
是
故
盧
遮
那
品
云
、
「
十
方
国
土
中
一
切
世
界
海
、
仏

12

又

云

、
「

若

有

〔

衆

生

〕

得

聞

者

、

当

知

本

願

力

願
力
自
在
普
現
転
法
輪
。
」
又
云
、
「
盧
遮
那
仏
神
力
故
、

(

文
甲)

〔
故
〕
。
」
又
云
、
「
開
発
大
願
故
。
」
因
本
願
力
之
所
出

一
切
刹
中
転
法
輪
。
普
賢
菩
薩
願
音
声
、
遍
満
一
切
世
界

(

文
甲)

13

也
。

海
。
」
解
云
、
即
是
此
経
該
於
十
方
。
虚
空
法
界
等
一
切
世

界
及
諸
塵
内
諸
刹
土
中
。
同
時
説
此
経
者
、
皆
是
本
師
願
力

所
致
。
是
故
下
諸
会
、
初
皆
云
盧
遮
那
仏
本
願
力
故
。
又
雲

集
品
頌
云
、
「
無
量
無
数
劫
此
法
甚
難
値
。
若
有
得
聞
者
、

当
知
本
願
力
。
」
解
云
、
此
即
由
仏
願
力
令
衆
得
聞
。
又

云
、
「
如
来
不
出
世
亦
無
有
涅
槃
。
以
本
大
願
力
顕
現
自
在

法
。
」

二
、
法
爾
故
者
、
謂
汎
諸
仏
初
出
興
世
、
将
欲
開
顕
所
化
蓮

初
、
法
爾
故
者
、
一
切
諸
仏
法
爾
皆
於
無
尽
世
界
。
常
転
如
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華
法
爾
、
皆
於
第
二
七
日
海
印
定
中
、
演
出
如
是
無
尽
法

此
無
尽
法
輪
。
如
大
王
路
法
爾
常
規
。
無
停
無
息
尽
窮
未
来

門
。
下
文
云
、
「
法
如
是
故
。
」
此
則
如
大
王
路
法
爾
常

際
。
是
故
下
文
不
思
議
品
云
、
「
一
切
法
界
虚
空
等
世
界
。

14

規
。

悉
以
毛
端
周
遍
度
量
。
一
一
毛
端
処
於
念
念
中
。
化
不
可
説

不
可
説
仏
刹
微
塵
等
身
。
乃
至
尽
未
来
際
劫
。
一
一
化
仏
身

有
不
可
説
不
可
説
仏
刹
微
塵
等
頭
。
一
一
頭
有
不
可
説
不
可

説
仏
刹
微
塵
等
舌
。
一
一
舌
出
不
可
説
不
可
説
仏
刹
微
塵
等

音
声
。
一
一
音
声
説
不
可
説
不
可
説
仏
刹
微
塵
等
修
多
羅
。

一
一
修
多
羅
説
不
可
説
不
可
説
仏
刹
微
塵
等
法
。
一
一
法
中

説
不
可
説
不
可
説
仏
刹
微
塵
等
句
身
味
身
。
復
不
可
説
不
可

説
仏
刹
微
塵
等
劫
説
異
句
身
味
身
。
音
声
充
満
法
界
一
切
衆

生
無
不
聞
者
。
尽
一
切
未
来
際
劫
常
転
法
輪
。
如
来
音
声
無

異
無
断
不
可
窮
尽
。
」
解
云
、
准
此
経
文
。
於
一
毛
端
処
於

一
念
中
出
於
如
上
業
用
。
余
念
念
中
皆
亦
如
是
。
如
一
毛
端

処
如
是
念
念
業
用
無
尽
。
余
一
一
毛
端
次
第
周
遍
虚
空
法
界

等
一
切
世
界
。
各
皆
如
是
無
尽
無
尽
。
此
即
処
以
毛
端
該
於

法
界
。
時
以
刹
那
尽
於
劫
海
。
謂
於
此
処
明
頓
起
業
用
。
謂
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此
時
明
常
起
業
用
。
此
亦
不
待
因
縁
。
諸
仏
法
爾
。
此
経

下
文
所
説
皆
爾
。

問
。
若
爾
何
故
。
処
唯
八
会
、
時
局
二
・
七
耶
。

答
。
遮
那
品
云
、
「
一
一
微
塵
中
仏
国
海
安
住
。
仏
雲
遍
護

(

探
甲)

＝
舎

念
弥
綸
覆
一
切
。
」
又
云
、
「
一
毛
孔
中
無
量
仏
刹
荘
厳
清

浄
曠
然
安
住
。
彼
一
切
処
盧
遮
那
仏
於
衆
海
中
演
説
正

法
。
」
解
云
、
況
八
会
処
而
不
該
摂
十
方
法
界
。
又
発
心
品

云
、
「
知
無
量
劫
即
一
念
一
念
即
是
無
量
劫
。
解
云
、
況
二

七
日
時
不
摂
無
量
劫
海
。
」
不
思
議
品
云
、
「
一
切
諸
仏
於

一
微
塵
中
普
現
三
世
一
切
仏
刹
。
於
一
微
塵
中
普
現
三
世
諸

仏
自
在
神
力
。
於
一
微
塵
中
普
現
三
世
一
切
衆
生
。
於
一
微

塵
中
普
現
三
世
一
切
諸
仏
仏
事
。
」
解
云
、
此
中
塵
内
三
世

通
括
一
切
前
後
際
劫
。
是
謂
諸
仏
法
爾
常
説
故
也
。

三
、
為
本
故
者
、
謂
将
欲
逐
機
漸
施
末
教
。
故
於
最
初
先
示

四
、
為
本
故
者
、
謂
将
欲
逐
機
漸
施
末
教
。
故
宜
最
初
先
示

此
法
、
以
為
末
本
。
以
依
此
本
得
起
末
故
。
下
文
云
、
「
譬

本
法
、
明
後
依
此
方
起
末
故
。
是
故
最
初
説
此
経
法
、
然
後

如
浄
法
界
与
三
乗
法
為
所
依
。
」
又
云
、
「
猶
如
日
出
先
照

方
於
鹿
園
等
処
漸
説
枝
末
小
乗
等
法
。
又
下
性
起
品
云
、

15
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高
山
」
等
。

「
猶
如
日
出
先
照
高
山
」
等
。
如
下
立
教
中
引
説
。

四
、
為
帰
故
者
、
謂
顕
末
教
所
帰
処
。
故
下
文
云
、
「
猶
如

三
、
機
感
故
者
、
如
来
平
等
無
有
改
易
、
随
応
衆
生
現
身
説

16

衆
水
、
流
帰
大
海
」
等
。

法
。
此
有
三
義
。
一
、
以
仏
果
色
声
清
浄
功
徳
為
増
上
縁
。

17

応
彼
機
感
以
成
摂
化
。
雲
集
偈
云
、
「
有
眼
有
日
光
能
見
微

細
色
、
最
勝
神
力
故
浄
心
見
諸
仏
此
現
身
也
。
」
又
法
界
品

云
、
「
仏
於
過
去
行
得
一
微
妙
音
。
無
心
於
彼
此
而
能
応
一

切
。
此
説
法
也
。
」
二
、
仏
果
無
有
色
声
麁
相
。
但
以
平
等

理
智
増
上
願
力
。
機
感
相
応
有
形
言
現
。
雲
集
偈
云
「
、
三

世
一
切
仏
法
身
悉
清
浄
。
随
其
所
応
化
普
現
妙
」
色
身
。
又

云
、
「
一
切
諸
如
来
無
有
説
仏
法
。
随
其
所
応
化
而
為
演
説

法
。
」
三
、
通
上
二
義
有
無
無
礙
。
以
称
法
界
無
障
礙
故
。

舎
那
品
云
、
「
仏
身
充
満
諸
法
界
、
普
現
一
切
衆
生
前
。
応

受
化
器
悉
充
満
仏
。
故
処
此
菩
提
樹
。
一
切
仏
刹
微
塵
等
爾

所
仏
。
坐
一
毛
孔
皆
有
無
量
菩
薩
衆
。
各
為
具
説
普
賢

行
。
」
解
云
、
正
是
此
経
所
説
分
斉
。

五
、
顕
徳
故
者
、
謂
顕
如
来
自
所
得
法
体
・
相
・
用
故
。
体

五
、
顕
徳
故
者
、
謂
顕
仏
果
殊
勝
之
徳
。
令
諸
菩
薩
信
向
証
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謂
法
界
理
智
無
礙
。
相
謂
十
蓮
華
蔵
微
塵
数
等
。

明

謂

得
。
此
有
二
種
。
一
、
依
果
。
謂
、
蓮
華
蔵
荘
厳
世
界
海
。

〈
用
カ
〉

毛
孔
〔
中
〕
現
刹
広
益
機
縁
。
普
賢
亦
爾
。

二
、
正
果
。
謂
、
如
来
十
身
通
三
世
間
等
。
並
如
下
文
説
。

(

探
甲)

此
二
無
礙
有
四
句
。
一
、
依
内
現
依
。
如
塵
内
現
刹
海
。

二
、
正
内
現
正
。
如
毛
孔
現
仏
等
。
三
、
正
内
現
依
。
如
毛

孔
現
刹
等
。
四
、
依
内
現
正
。
如
塵
内
現
仏
等
。
是
故
随
挙

一
門
即
摂
一
切
。
無
不
皆
尽
。
並
如
下
説
。
為
顕
此
果
徳
故

説
是
経
。

六
、
顕
位
故
者
、
謂
顕
信
等
六
位
、
円
融
相
摂
前
後
。
是
故

六
、
顕
位
故
者
、
為
顕
菩
薩
修
行
仏
因
。
一
道
至
果
具
五
位

一
位
即
一
切
位
。
而
前
後
歴
然
。
下
文
云
、
「
在
於
一
地
普

故
。
此
亦
二
種
。
一
、
次
第
行
布
門
。
謂
十
信
・
十
解
・
十

摂
一
切
諸
地
功
徳
」
等
。

行
・
十
迴
向
・
十
地
満
後
、
方
至
仏
地
。
従
微
至
著
階
位
漸

18

次
。
二
、
円
融
相
摂
門
。
謂
一
位
中
即
摂
一
切
前
後
諸
位
。

是
故
、
一
一
位
満
、
皆
至
仏
地
。
此
二
無
礙
広
如
下
文
諸
会

所
説
。

七
、
開
発
故
者
、
謂
開
発
衆
生
性
起
心
中
、
法
界
無
礙
自
在

七
、
開
発
故
者
、
為
欲
開
発
衆
生
心
中
、
如
来
之
蔵
性
起
功

法
門
令
顕
現
。
故
下
文
中
、
「
破
微
塵
出
経
巻
」
等
、
可

徳
。
令
諸
菩
薩
依
此
修
学
、
破
無
明
㲉
、
顕
性
徳
故
。
此
亦

(

文
甲)

＝
云

(

探
甲)

＝
卵

知
。

有
二
種
。
一
、
以
言
説
顕
示
令
知
有
故
。
二
、
教
其
修
行
得
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顕
現
故
。
如
下
文
「
破
微
塵
出
経
巻
」
等
。
具
如
彼
説
。

八
、
見
聞
故
者
、
謂
示
此
一
乗
無
尽
自
在
具
足
主
伴
無
礙
法

八
、
見
聞
故
者
、
示
此
無
尽
自
在
法
門
。
唯
是
極
位
大
菩
薩

門
、
令
物
見
聞
、
成
解
脱
分
金
剛
種
故
。
如
性
起
品
説
。

境
。
而
令
下
位
諸
衆
生
等
於
此
見
聞
、
而
得
成
彼
金
剛
種
子

不
毀
不
尽
。
要
当
令
其
至
究
竟
位
故
也
。
亦
如
性
起
品
説
。

九
、
成
行
故
者
、
謂
令
衆
生
成
普
賢
行
。
一
行
即
一
切
行
。

九
、
成
行
故
者
、
謂
、
為
示
此
普
法
、
令
諸
菩
薩
成
普
賢

初
発
心
時
便
成
正
覚
、
具
足
慧
身
不
由
他
悟
等
。

行
。
一
行
即
一
切
行
。
初
発
心
時
便
成
正
覚
、
具
足
慧
身
不

由
他
悟
。
又
云
、
「
菩
薩
受
持
此
法
。
少
作
方
便
。
疾
得
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
等
。
此
亦
二
種
。
一
、
頓
成
多
行
。

二
、
遍
成
普
行
。
並
如
下
説
。

十
、
得
果
故
者
、
有
二
。
初
、
断
果
。
謂
除
障
故
。
即
一
障

十
、
得
果
故
者
、
令
得
仏
地
智
断
果
故
。
亦
有
二
種
。
一
、

一
切
障
、
如
普
賢
品
。
一
断
一
切
断
、
如
小
相
品

等
広

断
果
。
謂
除
障
故
。
即
普
賢
品
明
一
障
一
切
障
。
小
相
品
明

(
文
甲)

＝
少

説
。
二
、
智
果
。
謂
具
十
身
尽
三
世
間
逆
順
自
在
依
正
無
礙

一
断
一
切
断
。
広
如
下
説
。
二
、
智
果
。
謂
成
徳
故
。
具
足

等
。

十
身
尽
三
世
間
。
逆
順
自
在
依
正
無
礙
。
如
不
思
議
品
等

説
。

由
此
十
義
、
同
一
縁
起
無
礙
円
融
自
在
力
故
、
令
此
経
教
依

此
上
略
由
顕
示
如
是
十
義
、
令
此
経
教
興
起
故
也
。

無
住
本
而
建
立
也
。
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《
二
、

釈
経
題
目
》

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
〇
頁
下
二
五
行
～
一
二
一
頁
上
九
行
）

第
二
、
別
釈
経
題
目
者
、
於
中
有
二
。

第
七
、
釈
経
題
目
者
、
略
釈
十
名
。
一
、
数
名
。
二
、
法

先
、
釈
衆
名
。
後
、
解
別
目
。

名
。
三
、
喩
名
。
四
、
義
名
。
五
、
徳
名
。
六
、
事
名
。

《
１
．
釈
衆
名
》

七
、
開
名
。
八
、
具
名
。
九
、
合
名
。
十
品
名
。

前
中
、
諸
聖
教
立
此
経
名
、
略
有
五
種
。

初
、
依
観
仏
三
昧
経
及
涅
槃
経
。
名
此
経
為
雑
華
経
。
此
随

三
、
喩
名
者
、
依
涅
槃
経
及
観
仏
三
昧
経
、
名
此
経
為
雜
華

喩
為
名
。
以
理
行
交
雑
縁
起
集
成
故
。

経
。
以
万
行
交
飾
縁
起
集
成
。
従
喩
標
名
。
猶
雜
華
耳
。

二
、
智
論
属
累
品
、
名
為
不
思
議
解
脱
経
。
有
十
万
偈
。
此

二
、
法
名
者
、
依
智
度
論
属
累
品
云
、
名
不
思
議
解
脱
経
、

従
法
就
用
為
名
。
故
性
起
品
云
、
「
此
経
為
乗
不
思
議
、
乗

有
十
万
偈
。
又
彼
中
自
指
是
華
厳
故
。
良
為
此
経
所
説
之

菩
薩
設
。
」
又
智
論
自
指
此
経
也
。

法
、
皆
一
摂
一
切
、
無
不
悉
是
不
思
議
解
脱
。
故
以
為
名
。

19

三
、
梁
朝
摂
論
第
十
勝
相
云
、
「
百
千
経
者
、
即
華
厳
十
万

初
、
数
名
者
、
依
梁
摂
論
第
十
勝
相
云
、
「
百
千
経
者
、
是

偈
為
百
千
也
。
」
此
従
数
為
名
。

華
厳
経
十
万
頌
名
百
千
経
。
」
此
即
従
本
数
以
立
其
名
。

四
、
如
下
離
世
間
品
、
「
出
生
菩
薩
深
妙
義
華
」
等
。

四
、
義
名
者
、
如
下
離
世
間
品
、
出
生
菩
薩
深
妙
義
華
等
十

〔
至
〕
彼
当
釈
。
此
約
法
喩
合
目
。

義
立
名
。
至
彼
当
弁
。

(

文
甲)

20

五
、
約
十
義
立
名
等
。
如
性
起
品
。
亦
至
彼
当
釈
。

五
、
徳
名
者
、
如
性
起
品
末
、
就
十
勝
徳
以
立
其
名
。
亦
至

(

文
甲)

＝
辨
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彼
当
釈
。

《
２
．
解
別
目
》

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
一
頁
中
二
二
行
～
下
一
行
）

二
、
解
別
目
中
二
。
先
総
解
、
後
別
釈
。

(

探)

＝
ナ
シ

総
者
、
如
入
大
乗
論
説
有
五
義
。
一
、
為
衆
生
説
対
治
法
故
。
二
、
有
衆
多
乗
故
。
三
、
多
荘
厳
具
故
。
四
、
能
出
生
無
量

(

探)

＝
然
此
十
義
如
二
論
説

(

探)

＝
ナ
シ

大
果
故
。
五
、
除
断
一
切
諸
邪
見
故
。
名
毘
仏
略
。
〔
又
〕
雑
集
論
釈
方
広
者
、
菩
薩
蔵
相
応
言
説
名
為
方
広
。
一
切
有
情

(

文
甲)

＝
諸
仏
、
イ
・
諸

(

探)

利
益
安
楽
所
依
処
故
。
宣
説
広
大
甚
深
法
故
。
亦
名
〔
為
〕
広
破
。
以
能
広
破
一
切
障
故
。
亦
名
無
比
〔
法
〕
。
無
有
諸
法

(

文
甲)

(

探)

能
比
類
故
。

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
一
頁
中
行
九
～
一
〇
行
）

此
等
皆
是
大
乗
差
別
名
、
由
与
七
種
大
性
相
応
等
。
乃
至
広

又
有
七
義
。
如
瑜
伽
等
七
種
大
性
相
応
等
、
以
釈
大
義
。

説
。

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
一
頁
上
一
五
行
～
一
七
行
）

別
釈
者
、
「
大
方
広
」
等
是
一
部
通
名
。
「
世
間
浄
眼
」
是

七
、
開
名
者
、
此
一
名
開
為
十
事
五
対
。
一
、
通
別
一
対
。

当
品
別
目
。

謂
「
大
方
広
」
等
一
部
通
名
。
「
世
間
浄
眼
」
是
当
品
別

目
。
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（
※
以
下
、
『
探
玄
記
』
該
当
箇
所
無
し
）

前
中
有
二
。
先
開
義
、
後
合
釈
。

開
者
、
先
挙
所
詮
之
義
。
後
「
経
」
之
一
字
、
挙
能
詮
之
教
。
此
依
主
釈
。
前
中
先
明
所
喩
。
後
「
華
厳
」
二
字
是
能
喩
。

(

文
甲)

＝
ナ
シ

前
中
先
明
所
依
法
。
後
「
仏
」
一
字
顕
能
依
人
。
前
中
先
別
明
体
用
。
後
「
広
」
一
字
合
弁
体
能
。
前
中
先
大
字
明
法
体
。

後
「
方
」
字
弁
勝
能
。

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
一
頁
上
一
五
行
～
一
七
行
）

合
釈
中
「
大
」
者
、
当
体
為
目
、
苞
含
為
義
。
「
方
」
者
、

九
、
合
名
者
、
「
大
」
即
当
体
為
目
、
包
含
為
義
。
「
方
」

就
用
為
名
、
軌
範
為
義
。

即
就
用
為
名
、
軌
範
為
義
。
是
方
法
故
。
性
離
邪
僻
是
方
正

故
。
能
治
重
障
是
医
方
故
。
遍
虚
空
界
尽
方
隅
故
。

「
広
」
者
、
体
用
合
明
周
遍
為
義
。

「
広
」
即
体
用
合
明
周
遍
為
義
。
…
…
前
「
広
」
後

此
中
「
大
」
即
「
方
」
。
「
大
方
」
即
「
広
」
。
皆
持
業
釈
。

「
大
」
、
理
亦
不
違
。
「
方
」
即
是
「
広
」
、
「
大
」
即
「
方

広
」
、
皆
持
業
釈
。

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
一
頁
中
十
～
十
三
行
）

又
「
大
」
者
、
古
徳
解
有
三
義
。
一
、
常
義
。
経
云
、
「
所

又
依
涅
槃
経
、
更
有
三
義
釈
大
。
経
云
、
所
言
大
者
、
名
之

21

言
大
者
、
名
之
為
常
」
。
二
、
是
体
性
普
周
義
。
経
云
、

為
常
。
又
言
、
大
者
其
性
広
博
。
又
云
、
能
建
大
義
名
大
涅



- 38 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
27

「
所
言
大
者
、
其
性
広
博
。
」
三
、
是
勝
能
義
。
経
云
、

槃
。

「
能
建
大
義
名
大
涅
槃
。
」

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
一
頁
上
二
四
行
～
中
九
行
）

又
具
体
・
相
・
用
三
大
也
。
更
尋
下
文
略
有
十
義
。

八
、
具
名
者
、
大
有
十
義
。

一
、
境
大
。
於
中
有
二
。
一
依
報
大
。
謂
十
蓮
華
蔵
。
二
正

一
、
境
大
。
謂
十
蓮
華
蔵
、
及
十
仏
三
業
、
無
辺
依
正
、
為

報
大
。
謂
十
仏
三
業
等
。
如
舎
那
品
等
説
。
即
所
信
境
也
。

所
信
境
。
如
初
会
等
説
。

二
、
心
大
。
如
賢
首
品
初
、
及
発
心
功
徳
品
説
。

二
、
心
大
。
謂
依
前
大
境
起
大
心
故
。
如
賢
首
品
、
及
発
心

品
説
。

三
、
行
大
。
如
離
世
間
品
説
。
通
修
六
位
行
也
。

三
、
行
大
。
謂
依
大
心
起
大
行
故
。
如
離
世
間
品
等
説
。

四
、
位
大
。
如
明
難
品
已
去
、
至
第
六
会
、
説
彼
五
位
。

四
、
位
大
。
謂
積
大
行
成
大
位
故
。
即
五
位
円
通
等
。
如
第

謂
、
信
大
・
解
大
・
行
大
・
願
大
・
証
大
等
也
。

二
会
至
第
六
会
来
説
。

五
、
証
大
。
如
入
法
界
品
説
通
証
六
位
法
也
。

六
、
因
大
。
有
二
。
初
生
因
。
如
前
五
位
説
。
二
了
因
。
如

五
、
因
大
。
謂
行
位
普
円
生
了
究
竟
。
如
普
賢
品
等
説
。

普
賢
品
等
説
。

七
、
果
大
。
於
中
有
二
。
一
随
縁
果
。
如
不
思
議
品
等
説
。

六
、
果
大
。
謂
随
縁
・
自
体
果
徳
円
明
。
如
不
思
議
品
等

二
自
体
果
。
如
此
経
中
果
分
不
可
説
者
是
也
。

説
。
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八
、
体
大
。
如
性
起
品
等
説
。

七
、
体
大
。
謂
大
用
平
等
皆
同
真
性
。
如
性
起
品
等
説
。

九
、
用
大
。
謂
念
念
益
生
頓
成
位
等
。
如
小
相
品
等
説
。

八
、
用
大
。
謂
念
念
益
生
頓
成
行
位
。
如
小
相
品
等
説
。

十
、
法
大
。
於
中
有
三
。
一
、
教
大
。
謂
一
一
名
句
皆
遍
一

九
、
教
大
。
謂
一
一
名
句
皆
遍
一
切
。
如
下
結
通
等
説
。

切
十
方
法
界
。
如
下
文
説
。
二
、
義
大
。
称
無
辺
教
所
顕
義

十
、
義
大
。
謂
所
詮
皆
尽
無
辺
法
界
。
如
一
塵
含
十
方
一
念

是
。
三
、
事
大
。
謂
一
一
塵
等
具
一
切
者
是
。

包
九
世
八
会
等
説
。

此
上
十
義
、
皆
各
総
摂
一
切
法
尽
。
具
足
即
入
故
称
大
也
。

此
上
十
義
、
一
一
統
収
、
一
切
法
尽
、
莫
不
称
大
。

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
一
頁
下
一
四
行
～
二
七
行
）

「
方
」
有
三
義
。
一
是
方
正
義
。
謂
此
十
義
性
離
邪
僻
。
二

「
方
」
即
就
用
為
名
、
軌
範
為
義
。
是
方
法
故
。
性
離
邪

是
方
法
義
。
謂
此
十
義
皆
有
模
範
軌
則
故
也
。
三
是
医
方

僻
。
是
方
正
故
。
能
治
重
障
。
是
医
方
故
。
遍
虚
空
界
尽
方

義
。
謂
此
十
義
、
皆
能
対
治
諸
重
障
故
。

隅
故
。

「
広
」
有
二
義
。
一
、
遍
一
切
処
。
謂
凡
一
法
門
皆
遍
一
切

「
広
」
…
…
謂
、
一
切
処
・
一
切
時
・
一
切
法
・
一
切
人
、

無
尽
世
界
乃
至
塵
道
及
余
一
切
諸
法
之
処
。
如
下
結
通
等

無
不
周
遍
。
皆
重
重
如
帝
網
。

(

文
甲)

＝
辺

説
。
二
、
遍
一
切
時
。
謂
遍
前
後
際
。
通
於
十
世
下
至
刹
那

等
。
此
二
有
二
種
遍
。
一
、
一
重
。
二
、
重
重
如
帝
網
等
。

雖
約
一
摂
一
切
故
名
「
大
」
、
一
遍
一
切
故
称
為
「
広
」
。

此
中
且
就
一
摂
一
切
名
「
大
」
、
一
遍
一
切
称
「
広
」
。

而
亦
得
前
名
「
広
」
、
後
名
「
大
」
亦
無
違
。

前
「
広
」
後
「
大
」
、
理
亦
不
違
。



- 40 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
27

「
仏
」
者
、
覚
照
為
名
、
果
満
為
義
。
此
通
十
仏
及
三
仏

此
是
所
得
之
法
、
「
仏
」
是
能
得
之
人
。
覚
照
為
名
果
満
為

也
。
「
方
広
」
是
所
得
法
、
「
仏
」
是
能
得
人
。
又
前
是
所

義
。

覚
境
。
仏
是
能
覚
智
。

此
中
境
智
有
二
義
。
一
、
相
成
。
二
、
相
即
。

此
中
人
法
境
智
、
有
相
依
・
相
即
。

前
中
「
方
広
」
之
「
仏
」
簡
下
乗
仏
。
「
仏
」
之
「
方
広
」

相
依
者
、
智
依
境
故
、
「
方
広
」
之
「
仏
」
、
簡
下
乗
仏
。

簡
因
位
法
。
此
二
相
成
各
有
有
性
無
性
縁
起
四
句
。
思
准

境
依
智
故
、
「
仏
」
之
「
方
広
」
。
簡
因
位
法
。
此
二
相
依

22

之
。
人
法
相
依
、
皆
依
主
釈
。

各
有
有
力
無
力
縁
起
四
句
。
思
之
可
見
。
皆
依
主
釈
。

二
、
相
即
者
、
或
「
方
広
」
即
「
仏
」
、
「
仏
」
即
「
方

相
即
者
、
謂
「
仏
」
即
「
方
広
」
、
「
方
広
」
即
「
仏
」
。
人

広
」
。
以
人
法
無
礙
故
。
令
体
相
即
亦
具
四
句
。
思
准
之
。

法
無
礙
全
体
相
即
。
空
有
四
句
、
亦
准
思
之
。
此
唯
持
業

(

文
甲)

＝
全

此
唯
持
業
釈
。

釈
。

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
一
頁
下
二
行
～
一
二
行
）

「
華
」
有
三
義
。
一
、
微
妙
義
。
二
、
感
果
義
。
三
、
荘
飾

次
釈
「
華
厳
」
。

義
。
初
一
、
喩
行
体
。
後
二
、
喩
行
用
。
用
中
初
喩
生
因
。

問
。
華
有
幾
義
。
復
何
所
表
以
華
為
厳
。

後
喩
了
因
。
又
初
是
生
果
、
華
不
与
果
倶
。
如
生
死
為
道
具

答
。
華
有
十
義
。
所
表
亦
爾
。
一
、
微
妙
義
。
是
華
義
。
表

及
因
位
善
根
等
故
。
下
文
云
、
「
此
経
出
生
一
切
菩
薩
諸
行

仏
行
徳
離
於
麁
相
故
説
華
為
厳
。
下
並
准
此
。
二
、
開
敷
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功
徳
深
妙
義
華
。
」
若
従
此
義
応
名
菩
薩
方
広
。
又
後
荘

義
。
表
行
敷
栄
性
開
覚
故
。
三
、
端
正
義
。
表
行
円
満
徳
相

23

果
、
華
与
果
倶
。
如
果
位
善
根
。
今
此
文
中
明
「
仏
方

具
故
。
四
、
芬
馥
義
。
表
徳
香
普
熏
益
自
他
故
五
、
適
悦

広
」
。
故
約
果
位
但
論
仏
華
厳
耳
。

義
。
表
勝
徳
楽
歓
喜
無
厭
故
。
六
、
巧
成
義
。
表
所
修
徳
相

又
別
分
微
妙
喩
前
法
。
後
二
譬
前
人
。
通
論
人
法
皆
具
此

善
巧
成
故
。
七
、
光
浄
義
。
表
断
障
永
尽
極
清
浄
故
。
八
、

三
。
故
成
況
也
。

荘
飾
義
。
表
為
了
因
厳
本
性
故
。
九
、
引
果
義
。
表
為
生
因

起
仏
果
故
。
十
、
不
染
義
。
表
処
世
不
染
如
蓮
華
故
。

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
一
頁
下
二
六
行
～
一
二
二
頁
上
一
三
行
）

既
仏
非
下
乗
法
超
因
位
。
果
徳
難
彰
寄
喩
方
顕
。
謂
万
徳
究

竟
瑰
麗
猶
華
。
互
相
交
飭
顕
性
称
厳
。
此
有
二
門
。
一
、
諸

徳
互
厳
。
亦
有
相
依
・
相
即
。
各
有
四
句
存
亡
倶
泯
。
皆
持

業
釈
。
思
之
可
見
。
二
、
理
行
互
厳
。
亦
有
相
依
・
相
即
。

「
厳
」
之
一
字
、
通
含
能
厳
所
厳
。
由
是
鎔
融
便
成
四
句
。

初
相
依
四
句
者
、

或
万
行
如
華
為
能
厳
、
真
性
為
所
厳
。
以
理
由
修
顕
故
。

一
、
理
由
修
顕
故
、
即
行
華
厳
性
也
。

或
真
性
如
華
為
能
厳
、
修
生
諸
行
為
所
厳
。
以
行
従
理
起

二
、
行
従
理
起
故
、
即
理
華
厳
行
也
。
梁
摂
論
云
、
「
無
不

故
。
故
摂
論
云
、
「
無
不
従
此
法
身
流
、
無
不
還
証
此
法

従
此
法
身
流
。
無
不
還
証
此
法
身
。
」

身
。
」
此
之
謂
也
。
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或
倶
融
能
所
不
二
而
二
。
以
非
真
流
之
行
無
以
契
真
。
非
飾

三
、
理
行
倶
融
不
二
而
二
。
非
真
流
之
行
無
以
契
真
。
非
飭

真
之
行
不
従
真
起
。
良
以
体
融
行
而
因
円
。
行
該
真
而
果

真
之
行
不
従
真
起
。
良
以
体
融
行
而
因
円
。
行
該
真
而
果

満
。
是
故
標
為
仏
華
厳
也
。

満
。
是
故
標
為
仏
華
厳
也
。

或
双
泯
能
所
二
而
不
二
。
以
即
真
之
行
非
行
。
即
行
之
真
非

四
、
理
行
倶
泯
二
而
不
二
。
以
理
之
行
故
非
行
。
行
之
理
故

真
。
是
則
理
行
双
絶
、
能
所
倶
亡
、
超
情
離
相
。
是
謂
「
華

非
理
。
是
即
能
所
両
亡
、
超
情
離
相
。
非
厳
非
不
厳
、
是
謂

厳
」
。
前
二
句
「
華
」
之
「
厳
」
、
後
二
句
「
華
」
即

華
厳
。

「
厳
」
、
二
釈
可
知
。
又
「
方
広
仏
」
之
「
華
厳
」
、
及
即

相
即
四
句
、
理
行
全
収
。
准
思
可
見
。
是
知
法
喩
交
映
昭
然

「
華
厳
」
、
亦
二
釈
可
知
。

有
在
。
余
如
前
釈
。（

『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
一
頁
下
一
二
行
～
一
三
行
）

「
経
」
如
前
釈
。

次
釈
「
経
」
字
、
亦
有
十
義
。
如
宝
雲
経
説
。
余
義
同
上
。

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
二
頁
上
一
三
行
～
二
八
行
）

「
世
間
」
是
法
、
「
浄
眼
」
是
喩
。
「
世
」
者
是
時
、
「
間
」

十
、
品
名
者
、
「
世
間
」
是
法
、
「
浄
眼
」
為
喩
。
「
世
」
者

者
是
中
。
時
中
顕
現
故
云
「
世
間
」
。

是
時
。
「
間
」
者
是
中
。
時
中
顕
現
故
云
「
世
間
」
。

世
間
不
同
、
義
有
三
種
。
一
、
器
世
間
。
有
二
。
一
、
道
場

世
間
不
同
、
有
其
三
種
。
一
、
器
世
間
。
為
所
依
処
。
二
、

地
等
別
処
。
二
、
蓮
華
蔵
世
界
通
処
。
二
、
智
正
覚
世
間
。

智
正
覚
世
間
。
為
能
化
主
。
三
、
衆
生
世
間
。
為
所
化
機
。

亦
二
。
一
、
三
身
。
二
、
十
仏
。
三
、
衆
生
世
間
。
亦
二
。

此
品
之
内
不
越
此
三
。
故
立
斯
名
。
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一
、
同
生
。
二
、
異
生
。

器
有
二
種
。
一
、
場
地
別
処
。
二
、
華
蔵
通
処
。
智
正
覚
亦

二
。
謂
三
身
・
十
身
。
衆
生
亦
二
。
謂
同
生
・
異
生
。

「
浄
眼
」
亦
有
三
義
。

「
浄
眼
」
三
義
。

一
、
洞
徹
義
。
況
彼
三
法
、
離
相
平
等
、
洞
徹
真
源
。

一
、
洞
徹
義
。
況
器
世
間
内
徹
理
故
。
下
文
云
、
「
法
界
不

二
、
照
嘱
義
。
喩
彼
三
法
、
明
達
照
了
、
諸
法
門
故
。

可
壊
蓮
華
世
界
海
。
」
二
、
現
像
義
。
況
智
正
覚
。
下
文

三
、
現
象
義
。
譬
彼
三
法
、
互
相
影
現
、
及
一
切
法
、
渉
入

云
、
「
清
浄
法
身
無
像
而
不
現
。
」
三
、
照
矚
義
。
況
衆
生

無
礙
、
縁
起
自
在
。
為
顕
彼
三
有
此
別
異
殊
勝
義
故
。
是
故

世
間
。
下
文
云
、
「
猶
如
浄
眼
観
明
珠
。
」
又
若
通
論
、
此

別
立
此
名
不
名
序
也
。

三
世
間
、
各
有
浄
眼
三
義
。
思
准
可
知
。

「
品
」
者
、
類
也
。
別
地
。

又
釈
、
仏
未
出
世
無
善
導
故
如
盲
。
如
来
創
出
世
間
浄
眼
現

〈
也
カ
〉

又
釈
、
如
来
未
出
世
無
善
導
故
如
盲
。
仏
今
創
出
世
世
間
眼

名
「
世
間
浄
眼
」
。
是
故
仏
涅
槃
時
、
言
世
間
眼
滅
。

現
故
言
「
世
間
浄
眼
」
。
是
故
仏
涅
槃
時
言
世
間
眼
滅
也
。

「
品
」
者
、
類
也
。
別
也
。
余
義
可
知
。

余
如
上
説
。

《
三
、

明
経
宗
趣
》

（
『
探
玄
記
』
巻
一
・
一
二
〇
頁
上
六
行
～
下
二
四
行
）

第
三
、
明
宗
趣
者
、
於
中
有
二
。
先
総
、
後
別
。

第
六
、
宗
趣
者
、
語
之
所
表
曰
宗
、
宗
之
所
帰
曰
趣
。
然
此

大
経
宗
趣
難
弁
。
略
叙
十
説
以
顕
一
宗
。
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《
１
．
総
》

総
者
、
古
徳
出
宗
不
同
。

一
、
江
南
印
師
・
敏
師
等
、
多
以
因
果
為
宗
。
…
…

如
遠
法
師
、
以
華
厳
三
昧
為
宗
。

二
、
大
遠
法
師
、
以
華
厳
三
昧
為
宗
。
謂
、
因
行
之
華
、
能

厳
仏
果
。
此
上
二
説
、
但
得
所
成
行
徳
遺
、
其
所
依
法
界
。

又
衍
〔
法
〕
師
等
、
以
法
界
為
宗
等
。

三
、
依
衍
法
師
、
以
無
礙
法
界
為
宗
。

(

文
甲)

四
、
依
裕
法
師
、
以
甚
深
法
界
心
境
為
宗
。
…
…

今
依
光
統
師
、
以
因
果
縁
起
理
実
、
為
宗
趣
。
因
果
是
位
、

五
、
依
光
統
師
、
以
因
果
理
実
、
為
宗
。
即
因
果
是
所
成
行

縁
起
是
義
、
理
実
是
体
。
以
因
果
与
理
実
不
二
故
、
是
縁
起

徳
。
理
実
是
所
依
法
界
。
此
雖
義
具
然
猶
未
顕
。

也
。
又
因
果
約
事
、
縁
起
会
相
、
理
実
顕
体
。

六
、
今
総
尋
名
案
義
、
以
因
果
縁
起
理
実
法
界
以
為
其
宗
。

此
中
作
二
門
。

即
「
大
方
広
」
為
理
実
法
界
。
「
仏
華
厳
」
為
因
果
縁
起
。

一
、
約
文
、
或
唯
果
。
如
不
思
議
品
及
舎
那
品
等
。
或
唯

因
果
縁
起
必
無
自
性
。
無
自
性
故
即
理
実
法
界
。
法
界
理
実

因
。
如
明
難
品
至
僧
祇
品
、
及
普
賢
品
等
。
或
倶
。
如
七
・

必
無
定
性
。
無
定
性
故
即
成
因
果
縁
起
。
是
故
此
二
無
二
。

八

二
会
。
或
倶
非
。
如
性
起
品
。
若
細
取
一
一
会
、
一
一

唯
一
無
礙
自
在
法
門
故
以
為
宗
。

品
、
亦
一
一
文
、
皆
具
因
果
。
思
之
可
見
。

二
、
約
義
、
或
因
果
倶
因
。
以
約
縁
起
故
此
通
一
部
。
以
果

分
不
可
説
故
。
或
因
果
倶
果
。
以
起
即
不
起
故
。
因
相
尽
故
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約
理
実
也
。
或
前
倶
果
。
因
以
是
所
起

故
或
後
倶
因
。

(

文
甲)

＝
以
、
イ
・
因

〔
果
〕
以
是
所
依
本
故
。
由
是
縁
起
理
実
故
。
或
因
即
果
果

(
文
甲)

即
因
。
因
非
果
果
非
因
。
因
是
因
果
是
果
。
因
非
因
果
非

果
。
如
是
無
障
無
礙
。
人
法
教
義
等
、
皆
准
此
知
。

《
２
．
別
》

八
、
会
因
果
以
同
法
界
。
法
界
法
門
略
顕
十
事
五
対
。

後
別
弁
中
有
五
対
十
句
。

一
、
境
行
相
対
。
以
境
為
宗
、
用
行
為
趣
。
或
反
。
此
以
修

三
、
境
智
相
対
。
挙
所
観
境
。
意
欲
令
成
観
智
行
故
。
或
反

起
智
、
会
同
真
境
故
。

此
。
以
令
修
起
智
、
証
同
真
境
故
。

問
。
宗
趣
〔
興
趣
〕
何
別
。
答
。
語
之
所
表
曰
宗
、
宗
之
所

(

文
甲)

24

帰
名
趣
。
総
中
宗
即
趣
。
此
中
分
弁
也
。

二
、
理
事
相
対
。
以
事
為
宗
、
理
為
趣
。
或
反
〔
上
〕
。
以

二
、
理
事
相
対
。
挙
事
法
為
宗
。
意
取
理
性
為
趣
。
或
反

(

文
甲)

依
理
得
成
縁
起
事
故
。

此
。
以
依
理
性
方
成
事
故
。

三
、
教
義
相
対
。
教
為
宗
、
義
為
趣
。
或
反
上
。
以
義
深
令

一
、
教
義
相
対
。
挙
此
所
説
教
法
為
宗
。
意
顕
所
詮
義
理
為

教
実
故
。

趣
。
或
反
此
。
以
弁
義
深
教
勝
故
。

四
、
因
果
相
対
。
因
〔
為
〕
宗
、
果
〔
為
〕
趣
。
或
反
上
。

五
、
因
果
相
対
。
勧
彼
修
因
。
意
在
証
果
。
或
反
此
。
以
挙

(

文
甲)

(

文
甲)

以
挙
果
意
為
成
因
故
。

果
勧
楽
令
修
因
故
。
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五
、
人
法
相
対
。
集
衆
人
為
宗
、
説
法
為
趣
。
或
反
上
。
以

四
、
行
位
相
対
。
挙
所
依
之
五
位
。
意
令
依
之
修
成
勝
行
。

法
成
人
故
。

或
反
此
。
以
積
行
成
位
故
。

此
上
五
対
通
於
一
部
処
処
皆
有
故
不
別
属
。
是
故
唯
弁
法
界

不
失
所
成
。
但
以
法
界
為
宗
、
理
亦
無
違
。

《
四
、
説
経
時
処
》

第
四
説
経
時
処
中
、
先
明
時
、
後
顕
処
。

(

探)

＝
ナ
シ

《
１
．
時
》

（
『
探
玄
記
』
巻
二
・
一
二
七
頁
中
二
一
行
～
一
二
八
頁
上
六
行
）

「
時
」
中
作
四
門
。
一
、
定
分
斉
。
二
、
摂
前
後
。
三
、
顕
差
別
。
四
、
表
示
法
。
〔
五

、
釈
本
文
。
〕

(

探)

＝
五

(

探)

初
、
定
分
斉
者
、
菩
提
流
支
云
、
華
厳
八
会
中
前
之
五
会
、
是
仏
成
道
初
七
日
説
。
第
六
会
後
、
是
第
二
七
日
説
。
以
十
地

経
初
云
第
二
七
日
故
。
又
有
人
説
、
第
八
会
是
後
時
説
。
以
彼
文
中
有
鶖
子
等
五
百
声
聞
、
並
後
時
度
故
。

此
等
所
判
恐
不
順
文
。
以
初
七
日
定
不
説
法
故
。
十
地
論
言
、
「
何
故
不
初
七
日
説
。
思
惟
行
因
縁
行
故
。
」
既
言
思
惟
明

(
探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
云

(

探)

＝
ナ
シ

知
非
説
法
。
設
有
救
言
、
「
只
不
説
十
地
。
非
不
説
余
法
者
。
」
則
不
得
言
思
惟
也
。
下
論
又
釈
、
「
為
顕
己
法
楽
是
故
不

説
。
」
故
知
、
初
七
日
定
非
説
耳
。
又
第
八
会
亦
非
後
時
。
何
得
於
一
部
経
、
前
已
説
半
。
中
説
余
経
。
後
方
更
続
。
豈
令

仏
無
陀
羅
尼
力
不
能
一
念
説
一
切
法
。
祇
園
鶖
子
並
是
九
世
相
入
。
下
文
云
、
「
過
去
一
切
劫
、
安
置
未
来
今
。
未
来
一
切

(

探
甲)

＝
ナ
シ

劫
、
迴
置
過
去
世
。
」
又
云
、
「
於
一
念
中
、
建
立
三
世
一
切
仏
事
。
」
乃
至
広
説
。
如
是
等
文
、
処
処
皆
有
。
豈

〔
可
所
用
〕
鶖
子
祇
洹
而
非
此
類
。
是
知
此
経
定
是
第
二
七
日
所
説
。

(

探)
(

探)

＝
園
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二
、
摂
前
後
者
、
有
三
重
。
一
、
於
此
二
七
之
時
即
摂
八
会
。
同
時
而
説
。
若
爾
何
故
会
有
前
後
。
謂
如
印
文
読
時
前
後
、

(

探)

＝
答

印
紙
同
時
。
問
。
若
爾
云
何
重
会
得
成
。
答
。
重
亦
同
時
。
以
無
礙
故
。
如
灯
光
相
入
等
。
余
不
動
昇
天
等
准
釈
可
知
。
二
、

即
〔
於
〕
此
時
摂
彼
前
後
各
無
量
劫
無
不
皆
尽
。
以
是
不
思
議
解
脱
時
故
。
三
、
摂
於
重
重
無
量
念
劫
。
如
因
陀
羅
網

(
探)

(

文
甲)

＝
ナ
シ
＊

重
重
収
摂
故
。

(

探)

＝
ナ
シ

三
、
顕
差
別
者
、
依
普
耀
経
、
「
第
二
七
日
於
鹿
野
園
為
彼
五
人
三
転
四
諦
。
」
此
唯
小
乗
。
依
密
迹
力
士
経
、
第
二
七
日

(

文
甲)

(

探)

＝
曜

(

探)

＝
是

鹿
園
為
於
無
量
大
衆
転
法
輪
。
時
有
得
〔
阿
〕
羅
漢
・
辟
支
仏
道
・
菩
薩
道
等
。
此
是
三
乗
。
依
此
経
、
第
二
七
日
於
樹

＊

(

探)

＝
ナ
シ

王
下
、
為
海
会
菩
薩
転
無
尽
法
輪
、
明
是
一
乗
。
上
三
同
時
者
、
約
法
表
本
末
同
時
、
約
人
顕
機
感
各
異
。
依
法
華
三
七
日
。

四
分
律
六
七
日
。
興
起
行
経
七
七
日
。
〔
依
〕
五
分
律
八
七
日
。
智
論
五
十
七
日
。
十
二
遊
経
一
年
方
説
。
此
並
末
教
機
異

(

探)

宜
聞
各
別
。
故
致
不
同
。
本
教
機
定
故
唯
二
七
日
。

(

探)

＝
ナ
シ

四
、
表
示
法
者
、
十
地
論
云
、
「
時
処
等
校
量
、
顕
示
勝
故
、
此
法
勝
故
、
在
於
初
時
及
勝
処
説
。
」
此
有
三
義
。
一
、
此

経
〔
約
〕
初
時
表
本
法
勝
故
。
二
、
末
教
亦
同
表
末
不
離
本
故
。
三
、
顕
本
非
末
故
。
〔
末
時
不
定
、
本
時
定
故
。
〕
時
定

(

探)

※(

探
甲)

＝
ナ
シ

(

探)

※(

探
甲)

＝
ナ
シ

二
七
〔
日
〕
更
無
異
説
〔
不
同
末
也
〕
。

(

文
甲)

(

探
甲)

《
２
．
処
》

（
『
探
玄
記
』
巻
二
・
一
二
八
頁
上
二
〇
行
～
中
二
七
行
）

第
二
説
経
処
者
、
作
五
門
。
一
、
定
其
処
。
二
、
弁
融
摂
。
三
、
顕
差
別
。
四
、
総
表
示
法
。
五
、
別
顕
処
会
。

(

探)

＝
其
地
金
剛
下
第
二
別
料
簡
処
於
中
亦

(

探)

＝
摂
入
、(

探
甲)
＝
融
摂

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
釈
本
文

初
、
定
処
者
。
問
。
説
此
経
処
為
是
浄
土
為
是
染
界
。
設
爾
何
失
二
倶
有
過
。
何
者
若
是
浄
土
、
何
故
上
文
云
摩
竭
提
国
、
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下
文
復
云
如
是
此
四
天
下
閻
浮
提
等
。
由
此
当
知
非
是
浄
土
。
若
染
土
者
、
何
故
下
文
云
「
此
蓮
華
蔵
世
界
海
六
種
十
八
相

(

探)

＝
ナ
シ

震
動
」
等
。
明
知
此
経
非
染
土
説
。
如
此
相
違
如
何

指
定
。
答
。
但
依
此
経
染
浄
二
土
鎔
融
相
摂
有
其
四
句
。
或
唯
娑
婆
。

(

探)

＝
云

以
本
従
末
故
。
或
唯
華
蔵
。
以
末
従
本
故
。
此
二
如
上
弁
。
或
双
現
。
以
依
華
蔵
而
有
娑
婆
。
染
浄
相
分
末
依
本
。
故
如
下

文
云
、
「
華
蔵
世
界
中
娑
婆
世
界
。
」
此
之
謂
也
。
或
染
浄
双
絶
。
以
就
果
海
不
可
説
故
。
此
上
四
門
合
為
一
土
。
鎔
融
無

(

文
甲)

(

探)

＝
ナ
シ

(

文
甲)

＝
句

礙
随
説
皆
得
。

〔
第
〕
二
、
弁
融
摂
者

、
〔
初
明
融
摂
者
〕
亦
有
三
重
。
一
、
此
覚
樹
下
即
摂
八
会
人
中
天
上
。
是
故
皆
云
不
離
此
也
。

(

探)
(

探)

＝
摂
入
中

(

探)

二
、
摂
十
方
無
余
刹
土
。
皆
悉
不
離
此
樹
王
下
。
三
、
摂
毛
端
微
塵
内
等
重
重
之
刹
。
猶
如
帝
網
無
有
窮
尽
。
以
皆
是
此
蓮

華
蔵
界
之
所
摂
故
。
〔
二
、
融
入
亦
三
。
謂
融
此
覚
樹
、
入
前
三
重
所
摂
処
故
。
〕

＊

(

探)

第
三
、
顕
差
別
者
、
然
仏
説
経
処
有
三
種
。
一
、
唯
界
内
十
六
大
国
。
化
身
説
処
。
此
通
小
乗
及
三
乗
教
。
二
、
唯
界
外
諸

(

探
甲)

＝
ナ
シ

妙
浄
土
十
八
円
満
受
用
〔
浄
〕
土
中
。
報
仏
説
処
。
如
仏
地
経
等
。
「
此
妙
浄
土
非
三
界
摂
而
亦
不
離
。
以
遍
一
切
処

(

文
甲)

故
。
」
此
通
三
乗
及
一
乗
説
。
三
、
染
浄
円
融
。
如
帝
網
無
尽
華
蔵
界
中
十
仏
説
処
。
依
正
渾
融
具
三
世
間
。
此
唯
別
教
一

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
ナ
シ

乗
説
処
。
今
〔
此
〕
所
弁
正
唯
後
一
。
兼
摂
前
二
。
以
彼
本
末
不
相
離
故
。

(

文
甲)

(

探)

〔
第

〕
四
、
総
表
示
法
者
、
託
此
勝
処
表
示
法
勝
。
地
論
云
、
「
此
法
勝
故
在
勝
処
説
。
」
説
有
二
門
。

一
総
、
二
別
。

(

探)
(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
三
重

(

探)

＝
ナ
シ

総
有
三
重
。
一
、
此
樹
下
得
菩
提
故
不
起
此
説
。
明
表
所
説
如
所
得
故
。
非
逐
異
機
有
改
動
故
。
如
鹿
園
説
等
。
二
、
託
円

融
蓮
華
蔵
界
表
示
所
説
円
満
殊
勝
性
開
敷
故
。
三
、
託
此
重
重
帝
網
之
処
、
表
示
所
説
、
亦
重
重
無
尽
。
如
不
思
議
解
脱
等
。

此
三
通
於
八
会

故
名
総
也
。

(

探)

＝
余
義
如
下
世
界
章
説
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（
櫻
井
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（
※
以
下
、
『
探
玄
記
』
該
当
箇
所
無
し
）

五
、
別
顕
処
会
者
、
有
二
。
初
、
約
仏
赴
機
、
会
別
有
八
。
二
、
約
菩
薩
求
法
、
有
五
十
四
会
。

(

文
甲)

＝
趣

初
中
、
第
一
会
、
在
摩
竭
提
国

此
云
不
害
国

〔
也(

文
甲)

〕

寂
滅
道
場
菩
提
樹
下
。
此
一
会
処
、
亦
総
亦
別
。
貫
通
余
会
、
得
称
為
総
。
故
下
文

25

云
、
「
菩
提
樹
下
、
須
弥
山
頂
」
等
。
是
故
此
初
則
為
総
処
。
如
下
所
説
一
切
十
句
中
、
皆
初
句
為
総
、
余
九
為
別
。
此
之

26

謂
也
。
総
門
表
法
如
前
已
顕
、
別
示
此
会
説
果
徳
法
。
是
故
託
此
得
果
之
処
用
以
表
示
。

第
二
会
、
在
摩
竭
提
国
普
光
法
堂
。
西
域
相
伝
、
此
堂
去
菩
提
樹
東
南
二
三
里
許
、
在
尼
連
禅
河
曲
内
。
諸
龍
為
仏
所
造
。

如
来
於
中
放
相
輪
光
、
遍
照
十
方
無
辺
世
界
。
是
故
名
此
為
普
光
法
堂
。
此
中
表
説
信
行
。
普
周
蔭
初
機
故
也
。

27

第
三
会
、
在
須
弥
山
頂
帝
釈
宮
中
妙
勝
殿
。
須
弥
者
此
云
妙
高
山
。
謂
四
宝
所
成
。
是
故
称
妙
。
挺
出
衆
山
故
曰
〔
妙
〕
高
。

(

文
甲)

表
此
所
説
十
住
不
退
。
窮
至
山
頂
超
過
凡
小
、
寄
於
妙
勝
故
也
。

28

第
四
会
、
在
夜
摩
天
宮
宝
荘
厳
殿
。
夜
摩
名
時
或
云
善

知

。
表
説
十
行
随
時
進
修
、
勝
徳
交
飾
、
故
託
茲
殿
。

〈
時
カ
〉

(

文
甲)

＝
此

29

第
五
会
、
在
兜
率
陀
天
宮
一
切
宝
荘
厳
殿
。
兜
率
此
云
喜
足
。
表
説
迴
向
。
世
間
位
満
、
成
喜
足
行
、
摂
徳
多
聞

、
寄
一

〈
摂
行
多
門
カ
〉
30

切
宝
殿
。

第
六
会
、
在
他
化
自
在
天
宮
摩
尼
宝
蔵
殿
。
表
説
十
地
所
証
真
如
、
非
自
所
作
。
又
表
因
円
窮
欲
界
頂
。
証
智
摩
尼
出
阿
含

31

光
故
。
故
託
此
殿
。

第
七
会
、
重
普
光
法
堂
。
表
此
所
説
六
位
行
法
。
依
前
信
等
、
円
摂
周
尽
。
是
故
重
会
於
此
処
也
。

(

文
甲)

＝
重
会

第
八
会
、
在
舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
重
閣
講
堂
。
為
表
所
顕
法
界
法
門
。
当
体
希
奇
、
功
用
済
物
。
用
依
体
起
、
似
閣
重
重
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成
故
、
託
斯
処
也
。

問
。
従
人
向
上
、
次
応
先
至
四
天
王
〔
天
〕
、
越
彼
而
昇
忉
利
有
何
別
意
。
答
。
十
信
寄
在
人
間
、
十
住
乃
居
山
頂
。
信
是

(

文
甲)
32〔

有
退
〕

外
凡
菩
薩
、
住
是
不
退
賢
人
。
欲
表
賢
愚
進
退
両
位
懸
殊
故
、
寄
越
此
四
天
王
処
。

(

原
本
註)

(
文
甲)

問
。
兜
率
会
了
、
次
臨
化
楽
。
越
昇
他
化
、
復
有
何
意
。
答
。
兜
率
位
当
〔
十
〕
迴
向
。
世
間
修
相
已
終
、
他
化
行
有
十
階
。

(

文
甲)

出
世
真
如
今
証
。
既
世
間
・
出
世
間
為
異
。
漏
与
無
漏
有
殊
。
仮
修
真
証
絶
懸
故
表
超
於
化
楽
。

問
。
何
須
重
会
。
復
以
何
義
唯
会
普
光
。
答
。
普
光
是
起
信
之
首
、
歴
位
至
於
他
化
。
今
明
位
中
之
行
、
行
修
従
首
、
理

(
文
甲)

＝
亦

33宜
会
此
。
但
以
位
相
〔
絶
〕
約
解
。
寄
会
昇
沈
、
行
就
理
玄
、
一
位
相
摂
。
故
唯
会
此
処
。

(

文
甲)

二
、
約
菩
薩
求
法
会
者
、
如
善
財
童
子
。
於
覚
城
東
娑
羅
林
大
塔
廟
処
、
文
殊
師
利
、
初
為
諸
大
衆
及
善
財
童
子
、
一
会
説

法
。
如
是
次
第
、
乃
至
末
後
。
普
賢
菩
薩
、
於
金
剛
蔵
道
場
所
、
為
於
大
衆
及
善
財
等
、
現
法
界
身
雲
之
法
、
為
末
後
第
五

十
四
会
。
是
故
通
前
総
六
十
二
会
。
此
拠
一
方
説
。
若
論
結
通
、
十
方
世
界
是
則
微
塵
微
塵
数
虚
空
法
界
等
諸
会
処
也
。

(

文
甲)

＝
ナ
シ

34

《
五
、
弁
定
教
主
》

（
『
探
玄
記
』
巻
二
・
一
三
〇
頁
上
二
八
行
～
下
一
一
行
）

第
五
、
定
教
主
者
、
亦
作
五
門
。
一
、
定
仏
身
。
二
、
明
融
摂
。
三
、
顕
差
別
。
四
、
表
示
法
。
五
、
明
業
用
。

(

探)

＝
自
下
第
三
明
智
正
覚
世
間
円
満
於
中
略

(

探)

＝
釈
本
文

初
、
定
仏
身
者
、
問
。
此
八
会
仏
是
何
等
身
。
答
。
有
人
釈
云
、
是
化
身
仏
。
以
菩
提
樹
下
八
相
成
道
是
化
身
故
。
不
離
昇

天
是
重
化
故
。
以
釈
迦
異
名
名
盧
舎
那
非
別
報
身
。
故
又
有
釈
云
、
説
此
経
仏
是
実
報
身
。
以
是
盧
舎
那
法
界
身
故
居
蓮
華

蔵
浄
土
中
。
故
下
第
七
会
初
、
歎
仏
有
彼
二
十
一
種
殊
勝
功
徳
。
是
実
報
〔
身
〕
也
。
但
以
不
離
化
故
該
此
樹
下
。
非
是
化

(

探)

＝
具

(

文
甲)
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身
。
今
釈
此
仏
準
下
文
中
是
十
仏
之
身
。
通
三
世
間
。
以
説
十
信
及
三
賢
等
地
前
所
見
、
非
実
報
故
。
然
居
華
蔵
非
是
化
。

(

探)

＝
准

(

探)

＝
局

故
国
土
身
等
非
前
二
。
故
具
摂
前
二
。
性
融
通
故
。
具
足
主
伴
如
帝
網
故
。
是
唯
周
遍
法
界
十
仏
之
身

。

(

文
甲)

＝
イ
・
故
是
、(

探)

＝
故
唯
是
周

第
二
、
融
摂
者
、
有
二
。
一
、
直
摂
一
切
三
世
間
尽
。
以
具
此
三
事
方
為
仏
故
三
身
二
身
〔
仏
〕
。
但
是
三
中
智
正
覚
摂
。

(

文
甲)

諸
妙
浄
土
及
同
生
之
身
。
無
不
皆
是
此
中
所
摂
。
二
、
於
正
報
毛
孔
〔
中
〕
及
依
報
塵
中
。
皆
重
重
具
足
摂
彼
三
世
間
等
一

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
亦

(

文
甲)

(

探)

＝
各

(

探)

＝
摂

切
諸
法
如
帝
網
現
。
準
思
可
見
。

第
三
、
顕
差
別
者
、
此
一
釈
迦
身
随
応
群
機
差
別
多
種
。
或
同
凡
而
非
聖
。
如
見
三
尺
黒
象
脚
身
及
樹
神
身
等
。

此

(

文
甲)

＝
ナ
シ

約
人
天
位
。
或
是
聖
而
非
凡
。
以
同
羅
漢
聖
人
身
故
。
或
亦
凡
亦
聖
。
以
是
父
母
所
生
実
報
身
故
。
四
大
成
故
、
同
凡
身
也
。

(

探)

＝
在

具
〔
足
〕
五
分
法
身
諸
漏
尽

故
是
聖
也
。
或
非
凡
非
聖
。
以
是
大
乗
三
身
摂
故
。
非
同
小
乗
羅
漢
聖
故
。
或
是
化
非
法
報
。

(

文
甲)

(

探)

＝
流

以
具
八
相
在
閻
浮
故
。
色
頂
別
立
彼
実
報
故
。
如
梵
網
経
等
説
。
此
約
初
教
。
或
是
報
非
法
化
。
即
此
身
具
二
十
一
種
殊
勝

〔
功
〕
徳
。
受
用
身
故
如
仏
地
経
初
説
。
此
約
終
教
。
或
是
法
非
報
化
。
以
色
即
如
故
。
経
云
、
「
吾
今
此
身
即
是
法

(

文
甲)

(

探)

身
。
」
此
約
頓
教
。
或
亦
法
亦
報
化
。
如
前
三
説
故
。
或
非
法
非
報
化
。
以
是
十
仏
故
。
通
三
世
間
故
。
具
足
主
伴
故
。
如

此
経
下
文
説
。
此
約
円
教
。
是
故
此
釈
迦
身
円
融
無
礙
極
難
思
也
。

第
四
、
表
示
法
者
、
然
説
法
之
仏
総
有
四
位
。
一
、
〔
同
〕
羅
漢
身
仏
。

〔
以
〕
表
説
小
乗
〔
法
故
〕
。
二
、
化
身
仏
。

(
探)

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)
(

探)

表
説
三
乗
。
広
説
地
前
略
説
地
上
。
三
、
報
身
仏
。
表
説
三
乗
。
広
説
地
上
略
説
地
前
。
四
、
十
身
仏
。
表
於
一
乗

(

探)

＝
ナ
シ

〔
法
〕
。
六
位
斉
説
。
由
此
所
説
、
具
足
主
伴
無
尽
法
。
故
仏
亦
同
此
十
身
無
尽
。

(

探)
(

探)

＝
以



- 52 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
27

（
『
探
玄
記
』
巻
五
・
一
九
三
頁
上
三
行
～
六
行
）

第
五
、
明
業
用
者
、
問
。
下
文
云
、
「
不
離
菩
提
樹
、
而
昇

此
中
不
起
此
而
昇
彼
者
、
古
人
三
釈
。

忉
利
天
」
等
。
云
何
不
起
而
得
昇
天
。

答
。
有
人
釈
云
、
本
釈
迦
身
不
離
覚
樹
、
重
現
化
身
、
以
用

一
云
、
本
釈
迦
身
不
起
道
樹
、
別
起
応
化
、
以
昇
天
上
。

昇
天
。
此
則
本
釈
迦
身
、
竟
無
昇
天
。
昇
天
之
身
、
非
本
釈

若
依
此
釈
、
昇
天
之
身
是
重
化
身
。
既
非
深
妙
、
恐
乖
文

迦
。
経
意
不
然
。
故
不
可
也
。

意
。

（
『
探
玄
記
』
巻
五
・
一
九
三
頁
上
六
行
～
中
一
一
行
）

又
有
釈
言
、
不
起
是
法
身
、
昇
天
是
化
用
。
此
恐
非
理
。
豈
可
法
身
坐
道
樹
耶
。

(

探)

＝
一
云

又
有
釈
言
、
此
昇
天
是
不
往
而
至
、
以
往
即
不
往
故
、
所
以
不
起
也
。
不
往
即
往
故
、
所
以
昇
天
也
。
如
不
来
相
而
来
、
名

(

探)

＝
一
云

善
来
等
。
若
依
此
釈
、
但
是
無
昇
相
而
昇
天
、
非
是
樹
下
有
不
起
之
身
。
故
亦
難
用
。

今
解
此
文
略
有
八
義
。

一
、
約
処
即
入
門
。
謂
以
一
処
中
有
一
切
処
故
。
是
故
此
天
宮
等
、
即
本
来
在
彼
樹
王
下
〔
中
〕
。
故
云
不
起
也
。
然
先
未

(

探)

用
此
天
宮
処
。
今
欲
於
中
説
法
用
故
説
為
昇
也
。
又
相
即
故
不
起
〔
也
〕
。
門
別
故
有
昇
也
。

(

探)

二
、
約
仏
。
謂
此
坐
樹
王
下
之
仏
身
、
即
遍
法
界
一
切
処
故
。
是
故
仏
身
本
来
在
彼
忉
利
等
処
。
故
不
待
起
也
。
今
欲
用
此
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忉
利
門
中
之
仏
故
曰
昇
也
。
是
故
若
起
則
不
成
昇
也
。

(

探)

＝
即

三
、
約
時
。
謂
由
此
樹
下
座
上
仏
身
、
即
遍
前
後
際
等
、
九
世
・
十
世
、
一
切
時
故
。
是
故
此
仏
坐
樹
下
時
、
昇
天
〔
宮
〕

(

文
甲)

去
時
、
到
天
処
時
、
〔
此
〕
一
一
時
皆
遍
法
界
、
摂
前
後
際
尽
。
即
知
坐
樹
下
時
、
永
無
起
時
。
故
云
不
起
也
。
若
正
去
時
、

(

探
甲)

(

文
甲)

＝
是
之

(

探)

＝
法

亦
如
此
故
唯
有
去
、
無
〔
知
〕
余
也
。
皆
念
念
不
相
至
各
各
収
法
界
。
如
是
縁
起
門
無
礙
、
恒
不
離
。

(

文
甲)

四
、
約
法
界
門
。
謂
此
昇
去
無
自
性
。
故
即
摂
真
如
法
界
。
以
彼
樹
下
坐
等
、
亦
不
異
真
故
同
真
如
。
在
去
門
顕

現
故
不
起
而
昇
也
。

(

探)

＝
顕
、(

探
甲)

＝
現

五
、
約
縁
起
門
。
謂
坐
由
行
故
坐
、
坐
在
於
行
中
、
行
由
坐
故
行
、
行
在
於
坐
中
。
是
故
由
行
中
坐
。
故
昇
天
即
不
起
也
。

由
坐
中
行
故
不
起
而
昇
天
也
。
行
坐
無
礙
故
。
即
昇
常
坐
即
坐
恒
昇
〔
故
〕
也
。

(

探)

六
、
約
仏
不
思
議
徳
。
謂
即
不
起
此
坐
、
即
是
行
、
即
是
臥
、
即
是
住
、
即
是
到
一
切
処
、
即
是
作
一
切
事
。
並
非
下
地
所

知
。

七
、
約
所
表
。
謂
表
前
位
行
成
究
竟
堅
固
不
壊
。
故
云
不
起
前
坐
也
。
而
有
赴
機
用
故
云
昇
也
。

(

探)

＝
座

八
、
約
成
会
。
謂
後
会
必
具
前
故
。
不
捨
前
而
成
後
。
若
捨
前
則
壊
縁
起
。
是
故
不
起
前
而
昇
後
也"

(

探)

＝
ナ
シ

《
六
、
明
衆
数
差
別
》

（
『
探
玄
記
』
巻
二
・
一
三
一
頁
下
二
八
行
～
一
三
二
頁
下
一
八
行
）

第
六
、
衆
数
差
別
。
作
十
門
。
一
、
明
衆
数
。
二
、
新
旧
。
三
、
定
器
。
四
、
世
出
世
。

五
、
〔
世
〕
界
趣
。
六
、
諸

(

探)

＝
初
中
略
作
十
門
分
別

(

文
知)

＝
ナ
シ

(

文
知)

乗
。
七
、
権
実
。
八
、
位
地
。
九
、
表
法
。
十
、
因
果
。
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初
、
衆
数
多
少
者
、
謂
此
初
会
有
五
十
五
衆
。
始
従
普
賢
至
摩
醯
衆
、
為
三
十
四
衆
。

復
従
善
海
還
至
普
賢
、
為
十
八

(

文
知)

＝
多
小
、(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
類

(

文
知)

＝
復
、(

探)

＝
後
従

衆
。
帖
前
総
為
五
十
二
衆
。
海
慧
内
衆
并
新
集
十
方
及
勝
音
衆
、
帖
前
総
為
五
十
五
衆
。
第
二
会
中
、
有
新
旧
二
衆
。
帖

(

探)

＝
牒
＊

＊

＊

前
総
〔
為
〕
五
十
七
衆
。
三
・
四

二
会
、
各
有
天
王
菩
薩
二
衆
。
帖
前
総
為
六
十
一
衆
。
第
五
会
中
、
昇
天
品
内
有
五
十

(

探)

＊

二
衆
。
及
雲
集
〔
一
〕
衆
、
帖
前
総
為
一
百
一
十
四
衆
。
第
六
会
中
、
有
同
生
・
異
生
二
衆
。
及
第
七
会
一
衆
。
帖
前
総

(

探)
(

探)

＝
ナ
シ

(

文
知)

(

探)

＝
ナ
シ

＊

為
一
百
一
十
七
衆
。
第
八
会
中
、
〔
有
〕
菩
薩
・
声
聞
・
天
王
三
衆
。
帖
前
則
為
一
百
二
十
衆
。
於
中
一
一
或
以
十
仏
世
界

(

文
甲)

＊

塵
数
為
量
。
如
是
等
皆
無
分
斉
。
〔
然

此
等
八
会
、
既
並
同
時
互
相
融
成
一
法
界
大
会
。
即
知
一
一
会
中
、
各
有
一
百
二
十

(

探)

衆
無
分
斉
相
。
〕
然
此

〔
義
〕
且
約
此
一
世
界
八
会
中
説
。
若
通
十
方
虚
空
法
界
一
切
世
界
皆
各
有
此
無
辺
衆
会
。
相
入

(

探)

＝
ナ
シ

(
文
甲)

重
重
、
如
帝
網
無
尽
、
即
不
可
説
不
可
説
也
。
是
謂
華
厳
海
会
之
衆
。

二
、
諸
会
新
旧
者
、
或
唯
旧
無
新
。
如
六
・
七

二
会
。
或
唯
新
無
旧
。
如
三
・
四
・
五

三
会
。
或
亦
新
亦
旧
。
如
初
・

二
・
八

三
会
。
余
意
各
如
下
〔
文
〕
集
衆
中
説
。

(

探)

三
、
定
器
者
、
汎
論
列
衆
有
三
義
。
一
是
当
機
。
二
是
影
響
。
三
是
寄
法
。
今
此
通
三
也
。

(

探
甲)

＝
泛

四
、
世
出
世
者
、
有
四
義
。
或
倶
是
世
間
。
以
時
中
顕
現
故
。
又
三
世
間
中
是
一
故
。
或
並
是

是
出
世
。

(

探)

＝
倶

(

文
甲)

(

文
知)

(

探)

＝
ナ
シ

以
其
行
徳
非
世
摂
故
。
或
亦
世
亦

出
〔
世
〕
。
由
具
前
二
義
故
。
又
随
相
論
、
初
普
賢
等
是
出
世
、
余
是
世
故
。
或
非
世
、

(

文
甲)

(

文
知)

(

探)

＝
如

(

文
知)

＝
ナ
シ

(

文
甲)

(

探)

亦
非
出
〔
世
〕
。
以
是
世
出
出
世
摂
故
。
是
故
此
衆
通
其
三
位
、
具
斯
四
句
也
。

(

文
甲)
(

探)
(

文
甲)

(

文
知)

(

探)

＝
ナ
シ

五
、
界
趣
者
、
於
三
界
中
除
無
色
天
。
以
随
相
寄
法
非
殊
勝
故
。
若
人
王
経
亦
有
無
色
天
等
、
五
趣
中
除
地
獄
衆
。
以
彼
極

(

文
甲)

(

探)

＝
仁

苦
寄
相
顕
法
亦
非
勝
故
。
若
〔
方
等
〕
陀
羅
尼
経
、
亦
有
此
衆
。
又
無
人
王
衆
。
以
相
顕
非
奇
故
。
或
菩
薩
即
人
衆
也
。
或

(

探)
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唯
列
王
衆
。
如
後
十
八
衆
説
以
表
法
自
在
故
。
或
通
王
臣
。
如
此
三
十
四
衆
中
説
。
以
具
主
伴
故
。

(

文
甲)

＝
ナ
シ

六
、
諸
乗
者
、
大
智
論
云
、
「
若
小
乗
経
、
初
唯
列
声
聞
衆
。
若
大
乗
経
、
初
具
列
菩
薩
声
聞
二
衆
。
義
準
。

若
一
乗
経
、

(

探)

＝
准

初
唯
列
菩
薩
。
所
以
知
者
、
彼
論
以
大
品
等
為
共
教
。
別
指
華
厳
為
不
共
教
。
以
不
与
声
聞
共
説
故
。
又
此
上
三
門
、
各
有

二
説
。
初
中
二
者
、
一
、
若
為
成
小
教
得
小
果
等
。
唯
列
声
聞
。
此
是
愚
法
小
乗
。
如
阿
含
等
経
説
。
二
為
迴
小
乗
顕
所
被

機
。
唯
列
声
聞
。
是
大
乗
迴
心
教
。
如
金
剛
波
若
経
初
弁
。
二
、
具
二
衆
中
亦
二
。
一
、
或
先
列
声
聞
、
後
列
菩
薩
。
此
通

(

探)

＝
般

始
・
終
・
頓

三
教
。
如
浄
名
等
経
弁
。
二
、
或
先
列
菩
薩
、
後
列
声
聞
。
此
通
頓
教
及
同
教
。
如
羅
摩
伽
経
、
惟
楼
王
経

和
休
経
等
弁
。
三
、
唯
列
菩
薩
中
〔
亦
〕
二
。
一
、
雖
〔
唯
〕
列
菩
薩
主
伴
不
具
。
是
同
教
一
乗
。
如
十
一
面
経
等
弁
。

(

文
甲)

(

文
知)

(

探)
(

文
甲･

イ)
(

探)

二
、
若
主
伴
具
足
。
即
別
教
一
乗
。
如
此
経
説
。

七
、
権
実
者
、
若
約
三
乗
、
仏
居
此
娑
婆
界
。
雑
衆
是
実
、
以
実
報
生
故
。
菩
薩
是
権
、
方
便
現
故
。
如
経
云
、
「
彼
諸
菩

薩
隠
其
無
量
自
在
力
」
等
。
或
菩
薩
是
実
。
以
地
前
菩
薩
、
猶
生
此
土
故
。
雑
衆
是
権
。
依
大
集
経
、
並
是
他
方
大
菩
薩
等

権
形
所
作
故
。
若
仏
居
浄
土
、
菩
薩
唯
実
。
実
報
生
故
。
雑
衆
是
化
非
実
有
故
。
〔
摂
〕
論
云
、
「
受
用
土
中
、
実
無
此
等

(

文
甲)

＝
ナ
シ

(

探)

衆
生
。
欲
令
浄
土
不
空
故
化
作
如
是
雑
類
衆
生
。
若
一
乗
中
仏
在
此
華
蔵
界
。
菩
薩
雑
衆
或
並
是
実
。
以
是
海
印
定
〔
中
〕

(

文
甲)

現
。
実
徳
摂
故
。
或
倶
是
権
。
以
随
縁
而
現
故
。
余
義
思
准
。

八
、
明
其
位
者
、
若
約
三
乗
此
普
賢
等
、
皆
是
十
地
已
上
菩
薩
。
彼
神
王
既
多
分
是
随
類
生
摂
、
即
是
八
地
已
上
。
若
一
乗

(

探)

＝
等

中
、
如
縁
起
際
諸
位
皆
斉
。
是
故
一
人
具
五
位
。
位
位
皆
遍
収
准
之
。

九
、
人
法
者
、
若
三
乗
中
、
但
寄
人
顕
法
、
仍
人
非
是
法
。
若
一
乗
中
、
此
〔
法
〕
等
諸
人
、
並
是
法
界
縁
起
法
門
。
又
此

(

文
知)
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一
衆
即
通
三
世
間
。
以
或
作
河
池
井
泉
水
等
国
土
身
故
。
余
可
知
。

十
、
因
果
者
、
若
三
乗
但
是
因
位
。
若
一
乗
中
或
皆
是
因
。
以
未
是
仏
故
。
或
倶
是
果
。
以
並
是
仏
海
印
中
現
故
。
又
乗
解

脱
力
入
仏
海
故
。
或
通
因
果
。
由
前
二
義
故
。
或
倶
非
。
以
離
性
平
等
故
。
並
如
下
歎
徳
中
弁
。

(

文
甲)
＝
門

(

探)

＝
説

《
七
、
請
説
分
斉
》

（
『
探
玄
記
』
巻
三
・
一
四
九
頁
中
一
六
行
～
下
一
四
行
）

第
七
、
諸
会
請
問
者
、
作
四
門
。
一
、
明
有
無
。
二
、
顕
所
問
法
。
三
、
弁
能
問
人
。
四
、
問
儀
式
。

(

探)

＝
先
明
諸
会
請
問
後
釈
此
文
前
中

(

探)

＝
ナ
シ

初
、
有
無
者
、
於
八
会
中
初
二
後
二
有
請
問
。

余
会
皆
無
。
所
以
爾
者
、
〔
謂
〕
初
会
標
果
起
因
故
有
問
。
第
二
会
初
為

(

探)

＝
一
明

(

探)

＝
ナ
シ
＊

(

探)

＝
何

(

探)
(

探)

＝
ナ
シ

尋
因
至
果
故
請
問
。
但
為
因
中
行
位

階
降

、
寄
〔

於

〕
五
会
答
也
。
以
果
位
無
優
劣
故
当
会
答
耳
。
然
五
会
中

＊

(
探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
昇
沈

(

探)
(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
差

(

探)

＝
ナ
シ

〔
間
〕
諸
品
之
内
更
有
〔
余
〕
問
者
、
並
〔
為
顕
〕
是
当
会
所
説
法
中
〔
差
別
〕
随
説
請
問
〔
答
〕
。
非
是
別
問
大
位
之

(

探)
(

探)
(

探)
(

探)

＊

(

探)

相
。
以
第
六
会
来
唯
答
第
二
会
初
所
請
問
故
。
第
七
会
中
明
行
熟
因
果

。
是
故
請
問
。
謂
行
修
無
礙
六
位
頓
成
故
。
当
会

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
因
果
純
熟

＊

答
也
。
第
八
会
中
明
称
性
因
果
。
是
故
請
問
。
謂
倶
入
法
界
無
差
別
故
。
亦
当
会
答
也
。

(

文
知)

＝
同(

探)

＝
故
有

二
、
顕
所
問

法
〔
不
同
〕
者
、
初
〔
会
〕
及
第
八
、
具
有
果
法
而
分
有
因
法
。
但
所
信
摂
化
為
異
。
第
二
・
第
七
、

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)
(

探)
(

探)

＝
唯
果
分
有
因

具
問
因
法

、
但
行
位
為
異
。

(

探)

＝
因
分
有
果

(

探)

＝
位
行

三
、
能
問
人
不
同
者
、
初
及
第
八
各
具
同
異
二
衆
斉
問
。
以
所
問
法
衆
同
依
故
。
第
二
唯
是
菩
薩
同
生
衆
問
。
以
所
入
位

(

探)

＝
ナ
シ

同
生
勝
故
。
第
七
唯
普
慧
一
人
問
。
以
造
修
之
行
名
別
成
故
。

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
各

四
、
問
儀
式
者
、
有
二
。
一
、
約
言
念
。
二
、
約
通
別
。
初
中
、
泛
論
請
問
有
二
。
一
、
言
請
。
二
、
念
請
。
答
亦
有
二
。

(

探)

＝
請
問

(

探)

＝
汎

(

探)

＝
ナ
シ



『
国
訳
一
切
経

経
疏
部
六
』
（
二
頁
お
よ
び
註
四
）
は
「
渺
渺
」
に
改
め
る
。

1
『
国
訳
一
切
経

経
疏
部
六
』
（
二
頁
お
よ
び
註
一
六
）
は
「
暘
」
に
改
め
る
。

2
大
正
蔵
の
『
探
玄
記
』
に
は
「
令
階
仏
境
」
と
あ
る
が
、
『
国
訳
一
切
経

経
疏
部
六
』
（
三
頁
お
よ
び
註
二
二
）
は
元
禄

3
本
に
従
い
「
分
階
仏
境
」
に
改
め
る
。

『
国
訳
一
切
経

経
疏
部
六
』
（
三
頁
お
よ
び
註
二
八
）
は
「
芽
」
に
改
め
る
。

4
大
正
蔵
は
『
文
義
綱
目
』
、
『
探
玄
記
』
と
も
に
「
亘
」
に
つ
く
る
が
、
『
国
訳
一
切
経

経
疏
部
六
』
（
三
頁
お
よ
び
註
三

5七
）
は
「
亙
」
に
改
め
る
。

『
国
訳
一
切
経

経
疏
部
六
』
（
三
頁
お
よ
び
註
五
四
）
は
「
疏
」
に
改
め
る
。

6
「
余
義
如
下
説
」
と
は
、
『
文
義
綱
目
』
で
は
「
二
、
釈
経
題
目
」
（
大
正
三
五
・
四
九
四
頁
上
～
）
を
指
し
、
『
探
玄

7
記
』
で
は
巻
一
「
七
、
釈
経
題
目
」
（
大
正
三
五
・
一
二
〇
頁
下
～
）
を
指
す
。
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法
蔵
撰
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

（
櫻
井
）

一
、
言
説
答
。
二
、
示
相
答
。
此
二
問
答
如
次
及
交
絡
〔
成
〕
四
句
可
知
。
為
成
三
慧
有
斯
二
例
。
初
之
二
会
及
第
八

(

探)
(

探)

＝
ナ
シ

会
唯
是
念
請
。
答
通
二
位
。
謂
仏
有
示
相
答
。
菩
薩
有
言
説

答
。
以
対
仏
興
請
。
上
能
知
下
、
不
〔
得
〕
待
言
故
。

(
探)

＝
唯

(

探)

＝
ナ
シ

(

探)

＝
以
言

(

探)

＝
ナ
シ

(

文
知)

為
顕
仏
心
能
領
疑
身
相
現
答
。
自
在
故
也
。
第
七
会
言

請
言
答
。
以
〔
行
法
約
言
明
了
顕
故
。
又
〕
対
普
賢

(

探)

＝
明
仏
智

(

探)

＝
唯

(

文
甲)

＝
ナ
シ

(

探)

起
問
。
還
是
普
賢
答
故
〔
也
〕
。
二
、
通
別
者
、
初
〔
会
〕
及
第
八
、
別
問
通
答
。
第
二
・
第
七
、
別
問
別
答
。
皆
可
知
。

(

文
甲)

(

文
知)
＝
具
起
、(

探)

＝
興

(

探)
(

探)
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法
業
の
『
華
厳
旨
帰
』
に
つ
い
て
は
、
『
華
厳
経
伝
記
』
巻
二
・
法
業
伝
（
大
正
五
一
・
一
五
八
頁
中
）
に
お
い
て
言

8及
さ
れ
、
ま
た
円
超
録
『
華
厳
宗
章
疏
并
因
明
録
』
（
大
正
五
五
・
一
一
三
三
頁
中
）
に
も
書
名
が
確
認
で
き
る
。

「
新
集
華
厳
伝
」
と
は
、
法
蔵
撰
『
華
厳
経
伝
記
』
五
巻
を
指
す
。
な
お
、
『
探
玄
記
』
巻
一
（
大
正
三
五
・
一
二
三
頁

9
上
）
で
は
、
釈
経
題
目
の
中
に
「
十
、
感
応
」
の
項
を
立
て
る
た
め
、
こ
の
記
述
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

『
文
義
綱
目
』
の
「
教
興
之
意
」
冒
頭
の
文
章
は
、
『
探
玄
記
』
の
対
応
箇
所
で
引
用
さ
れ
る
性
起
品
の
経
文
（
大
正

10
九
・
六
一
二
頁
中
下
）
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

六
十
『
華
厳
』
巻
三
三
・
性
起
品
（
大
正
九
・
六
一
二
頁
中
～
六
一
四
頁
中
）
の
取
意
か
。

11
「
盧
舎
那
仏
本
願
力
故
」
と
い
う
文
は
六
十
『
華
厳
』
に
複
数
あ
る
。
「
普
賢
願
力
故
」
と
い
う
句
が
加
え
ら
れ
て
い
る

12点
か
ら
考
え
る
と
、
『
探
玄
記
』
の
該
当
箇
所
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
六
十
『
華
厳
』
巻
三
・
盧
舎
那
品
（
大
正
九
・
四
〇

八
頁
上
）
の
経
文
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。

六
十
『
華
厳
』
巻
一
四
・
金
剛
幢
菩
薩
十
廻
向
品
、
大
正
九
・
四
八
八
頁
中
。

13
「
法
如
是
故
」
と
い
う
文
句
は
六
十
『
華
厳
』
に
複
数
の
用
例
が
あ
る
が
、
『
文
義
綱
目
』
の
「
教
興
之
意
」
冒
頭
で
引

14用
さ
れ
た
経
文
の
付
近
に
「
仏
子
。
如
レ

是
等
無
量
因
縁
、
乃
成
二

三
千
大
千
世
界
一。
法
如
レ

是
故
、
無
レ

有
二

作
者
一、
亦
無
成

者
一。
（
大
正
九
・
六
一
二
頁
下
）
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
法
蔵
は
こ
の
性
起
品
の
経
文
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

六
十
『
華
厳
』
巻
三
五
・
性
起
品
、
大
正
九
・
六
二
二
頁
中
。

15
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
27
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『
文
義
綱
目
』
の
「
為
帰
故
」
は
、
文
言
は
一
致
し
な
い
も
の
の
、
内
容
か
ら
『
探
玄
記
』
の
「
機
感
故
」
に
相
当
す

16る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
文
義
綱
目
』
で
は
個
別
的
な
教
え
（
末
教
）
が
一
つ
の
本
源
に
帰
す
と
い
う
側
面
を
説
き
、
『
探
玄

記
』
で
は
仏
が
衆
生
の
機
に
応
じ
て
様
々
な
教
え
を
説
く
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
者
の
説
く
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
る
が
視
点
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
表
現
に
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
十
『
華
厳
』
巻
三
五
・
性
起
品
、
大
正
九
・
六
二
五
頁
中
下
。

17
六
十
『
華
厳
』
巻
一
・
世
間
浄
眼
品
、
大
正
九
・
三
九
五
頁
中
。

18
六
十
『
華
厳
』
巻
三
六
・
性
起
品
、
大
正
九
・
六
二
九
頁
下
。

19
諸
経
中
に
見
え
る
『
華
厳
経
』
の
異
名
の
う
ち
、
法
蔵
は
第
四
・
第
五
の
名
に
つ
い
て
「
至
彼
当
釈
」
と
、
離
世
間
品

20
お
よ
び
性
起
品
の
解
釈
に
説
明
を
譲
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
随
文
解
釈
の
な
い
『
文
義
綱
目
』
に
は
該
当
箇
所
が
存
在

し
な
い
こ
と
に
な
る
。
舘
野
正
生
「
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
対
比
よ
り
見
た
法
蔵
教
学
の
推
移
」
、
参
照
。

『
探
玄
記
』
で
『
涅
槃
経
』
の
説
と
さ
れ
る
解
釈
と
同
じ
内
容
を
、
『
文
義
綱
目
』
で
は
「
古
徳
」
の
説
と
し
て
引
用
す

21
る
。
こ
れ
は
『
涅
槃
経
』
の
経
文
に
基
づ
く
定
義
で
あ
る
た
め
、
こ
の
「
古
徳
」
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
慧

遠
撰
『
涅
槃
経
義
記
』
巻
二
（
大
正
三
七
・
六
七
〇
頁
下
）
に
同
様
の
解
釈
が
見
え
る
。

こ
の
段
は
両
書
と
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
因
六
義
（
空
・
有
、
有
力
・
無
力
、
待
縁
・
不
待
縁
）
を
用
い
る
か

22
否
か
と
い
う
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
因
六
義
は
『
五
教
章
』
で
十
玄
門
の
説
示
の
際
に
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
が
、

『
文
義
綱
目
』
所
説
の
十
玄
門
に
は
こ
れ
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
大
正
三
五
・
五
〇
一
頁
中
下
）
。

法
蔵
撰
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

（
櫻
井
）
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六
十
『
華
厳
』
巻
四
三
・
離
世
間
品
、
大
正
九
・
六
六
九
頁
中
下
。

23
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
元
禄
八
年
刊
『
文
義
綱
目
』
（
一
〇
丁
右
）
で
も
「
宗
趣
興
趣
何
別
」
と
す
る
が
、
問
答
の
内

．
．
．
．

24
容
か
ら
考
え
る
と
「
宗
与
レ

趣
何
別
」
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。

．
．

．

摩
伽
陀
国
の
漢
訳
に
つ
い
て
、
智
儼
の
『
捜
玄
記
』
巻
一
本
（
大
正
三
五
・
一
六
頁
中
）
で
は
「
無
害
国
」
と
す
る
。

25
ま
た
、
『
探
玄
記
』
巻
二
（
大
正
三
五
・
一
二
七
頁
中
）
で
は
、
「
不
害
国
」
の
他
、
善
勝
国
・
不
悪
処
国
・
星
処
国
と

い
う
訳
も
挙
げ
る
。

六
十
『
華
厳
』
巻
七
・
仏
昇
須
弥
頂
品
（
大
正
九
・
四
四
一
頁
中
）
に
お
い
て
、
仏
が
菩
提
樹
下
よ
り
座
を
起
た
ず
し

26
て
須
弥
山
の
頂
に
昇
り
、
帝
釈
殿
に
至
っ
て
説
法
し
た
こ
と
を
指
す
。

『
探
玄
記
』
巻
四
（
大
正
三
五
・
一
六
七
頁
中
）
の
一
節
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
「
初
中
相
伝
、
普
光
堂
在
二

菩
提
樹
東
南

27
可
三
里
許
、
熙
連
河
曲
内
一。
仏
初
成
道
、
諸
龍
見
レ

仏
樹
下
露
坐
、
遂
為
レ

仏
造
二

此
法
堂
一。
良
以
諸
竜
多
為
陰
覆
供
養
故

マ
マ耳

。
」

『
探
玄
記
』
巻
五
（
大
正
三
五
・
一
九
二
頁
中
）
に
類
似
の
記
述
が
あ
る
。
「
須
弥
此
云
二

妙
高
山
一。
謂
以
二

四
宝
所
一
レ

成

28
故
云
レ

妙
。
…
…
独
出
二

九
山
一

故
云
レ

高
。
…
…
約
レ

処
表
レ

法
、
明
下

十
住
成
二

位
不
退
一

勝
上

故
居
二

山
頂
一

也
。
」

『
探
玄
記
』
巻
六
（
大
正
三
五
・
二
一
二
頁
下
）
に
「
夜
摩
者
、
若
具
云
二

蘇
夜
摩
一。
蘇
者
、
此
云
レ

善
也
。
夜
摩
、
此

29
云
レ

時
也
。
」
と
あ
る
た
め
、
『
文
義
綱
目
』
の
「
善
知
」
は
「
善
時
」
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。

『
探
玄
記
』
巻
七
（
大
正
三
五
・
二
三
六
頁
上
）
に
「
又
赴
二

此
喜
足
天
一

者
、
表
二

世
間
行
満
一

故
也
。
一
切
宝
者
、

30
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
27



『
探
玄
記
』
巻
九
（
大
正
三
五
・
二
七
七
頁
上
）
に
類
似
の
記
述
が
あ
る
。
「
他
化
天
会
、
約
レ

処
為
レ

名
。
謂
他
化
作
レ

31
楽
、
具
自
得
レ

受
レ

用
、
顕
レ

非
二

己
力
一。
表
二

入
レ

地
所
レ

証
真
如
、
非
一
レ

由
二

縁
造
一

故
名
也
。
」

『
探
玄
記
』
巻
五
（
大
正
三
五
・
一
九
二
頁
中
）
に
同
趣
旨
の
問
答
が
あ
る
。
「
二
、
為
レ

寄
レ

法
。
以
二

十
信
是
外
凡
退

32
位
、
十
住
是
内
凡
不
退
、
欲
一
レ

表
二

進
退
懸
殊
一

故
、
越
二

四
天
王
処
一

也
。
」

『
探
玄
記
』
巻
一
七
（
大
正
三
五
・
四
一
八
頁
中
）
に
類
似
の
記
述
が
あ
る
。
「
約
レ

処
名
二

普
光
重
会
一。
今
何
故
於
レ

此

33
而
重
会
者
、
以
二

前
普
光
是
生
解
之
初
、
今
明
依
レ

解
起
一
レ

行
故
重
会
レ

之
。
若
爾
、
何
不
二

三
・
四
等
処
、
亦
重
会
一

邪
。

釈
二

前
是
生
解
之
法
一、
可
レ

寄
二

多
処
一。
今
但
依
二

前
法
成
一
レ

行
故
不
二

多
会
一。
」

一
般
的
な
六
十
『
華
厳
』
の
八
会
に
、
入
法
界
品
に
お
い
て
善
財
童
子
が
訪
れ
た
善
知
識
の
数
（
五
十
四
所
）
を
加
え

34
る
こ
と
で
、
『
華
厳
経
』
全
体
を
六
十
二
会
と
捉
え
る
説
を
指
す
。
な
お
、
こ
の
五
十
四
会
あ
る
い
は
六
十
二
会
の
説
示

は
、
『
文
義
綱
目
』
（
大
正
三
五
・
五
〇
〇
頁
中
下
）
の
「
十
、
所
説
法
」
に
も
言
及
さ
れ
る
も
の
の
、
管
見
の
限
り
、

『
探
玄
記
』
で
は
説
か
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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表
二

摂
レ

行
多
門
一

、
可
レ

貴
二

交
飾
一

故
也
。
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

法
蔵
撰
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

（
櫻
井
）

※
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
（
新
任
の
教
員
等
／
課
題
番
号2018S-041

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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